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このレボートも 5回目になってしまいました。富士山にたとえ
れば，五合目まで車で登って，そこからやっと数百メートル歩いた
というところでしょうか。
この間， MrsAvramからはいろいろな資料をお送りいただい
ております。今夏はまた，RECON Final Reportの手持ちがない
ため ProgressReportsを引用いたしたい旨伝えましたところ，ひ
と月も経たないうちに， MARC Development Officeから Final
Reportが手元に送られてきました。
今号の RECO(1)に，早速それを引用させていただいたこと
をここに付記し，感謝の意を表したいと思います。
これからの目録
“新たなテクノロジーの便益を亭受することができない図書館側の要求に対す
る，全国書誌セソクーとしての責務は充分に認識している。したがって，カードや
プルーフス リップ proofslips, 書冊体目録など， 従来からのサービスに関しては，
要求があるかぎりこれらの提供を継続する凡
未来のサービスについて果たすべき責務を以上のように強調するとともに，
Library of Congressの deputyLibrarian, William J. Welshは，
『現行のカクローギソグは， 1980年までにすべて MARCへと移行し， 目録利
用者はオンラインで探索することが基本となる。
機械システムそのものが評価されたとき， もはや新たなカードは，閲覧，事務
用を問わず，ともに繰り込まれない。しかし， MARCに代替されない蔵書に
とって，カード目録は不可欠な手引きであるために，これは保持されることにな
る。
MARCデークー ・ベースは， 目録実務に即し完成とみなされていることであ
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ろう。』
と，あらましこのような展望を述べている。
MARCテープの直接受給者である図書館の数は少ない。 しかし，数百の図書
館が第二次受給者として， OhioCollege Library Center (OCLC)や，スタンフ
ォードの BibliographicAutomation of Large Library Operations Using a 
Time-Sharing System (BALLOTS), あるいは，商業ベースの BIBNET といっ
たシステムを経て MARCサービスを受けているという現状から，いずれはこうな
ると半ば期待してきたが，期待をかけてきた半面このような展望が，現に表明さ
れたとなると，やはりわれわれにとって， これはショッキングなニュースとして響
いてくる。
目下， LCは， NationalCommission on Library and Information Science 
(NCLIS)からの基金を得て，短期長期にわたる国内国際の両観点から， LCがネッ
トワークで果たすべき役割を明確にするとともに，生産，サービスをも含めた全国
書誌ネットワーク・、ンステムの開発になにが必要とされるか， こうしたネットワー
クの研究に着手しているとされている。
図書館機械戦略にとって，そのかなめとされる LCがこのようにオ｀ノライソ化
への展望を打ち出したが， これに対応する図書館界は，はたしていかなる展望をも
っているのであろうか。
MARC体制を一段と推進しつつある先発図書館グループのなかでも， その雄
と目される OCLCは， すでに 200万件以上のデーター・ベースを保有し， OCLC 
のメソバー図書館のほか，他地域のネットワークとも連携を密にして，オソライン
によるサービスの提供を行なっており，アメリカ最大のひとつに数えられるネット
ワークを構成している。
保有ターミナル（端末機）数は， 1975年 6月30日現在で750。1976年 6月30日ま
でに，これを1,550にまで拡張する計画がみられ2', Ohio State University (OSU) 
がはじめて大規模図書館として cathode-ray-tube(CRT)ターミナルを閲覧用に使
用する。同時に，カードカタログヤ倖止する3)。とする計画も引用されている。
OCLCの directorである FredKilgourは，
『オ｀ノラインカタログはアクセスボイソトが多く，迅速かつ正確にアクセスす
ることができるという点で，従来の冊子目録やカード目録に勝る。さらに遠隔地
のクーミナルや電話を通じてアクセスできる点は，従来の目録の比ではない。
オンラインカタログは，ディスプレーが使用できるので， フォーマットが変わ
っていても，きわめて，その多様性に対して融通性がある。フォーマットは標準
化＊されるであろうが，必ずしも統一を必要とするものではない。
* Standards for Input Catoging. 
また， シェアードカタローギングにオンライソカクログを利用することによっ
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て，スタッフの生産性を高めることが可能となる凡』
と，オンラインの長所に関する所見を述べている。
もっとも，オソラインの短所について， 『正確な四名が記憶にない， 著者名の
綴りを覚えていない， といった利用者 browserにとっては， オソラインのディスプ
レーはまったく用をなさない。ディスプレーでは一度に数件の記入しか探すことが
できないが，印刷目録では一頁で数多い記入を一覧することができる。現時点にお
いては，印刷目録の縮写と鮮明さは， CRTクーミナルのディスプレーに勝る』5)と
する見解もみられる。
先発グループのこうしたオソライソヘの動きとはうらはらに，近い将来カード
目録から機械化へと踏み出す少数の図書館を除いて，大多数の図書館は，まだまだ
機械化への道をためらっている。いずれもあまりにも大きな投資を要すること，
この経済的な障害を大きな理由として挙げている。
一体，先発図書館グループが， どれほどの資金，予算を投入しているものなの
であろうか。 Butlerのコストの対比で6)みてみよう。
BALLOTS/OCLC Cost Comparison 1973-74 
BALLOTS OCLC 
Hardware and Software 
IBM; noncurrent 
Custom OS monitor 
PL/360 programmmg 
Full system documentation 
Scant program documentation 
Accepts MARC input 
Does not generate MARC 
Develonment and Operat切gCosts 
BALLOTS grants: $1,800,000 
Stanford funds: $ 500,000 
SP IRES grants: S 1,000,000 
Stanford funds $500,000 
Total development $3,800,000 
Operating budget $600,000 
Average cost/title $6.57 
Marginal cost $2.47 
Xerox; current 
Custom OS monitor 
Assembly progrmming 
Scant system documentation 
Scant program documentation 
Accepts MARC input 
Does not generate MARC 
OCLC grants: 
Member fees: 
Card charges: 
$1,100,000 
$1,600,000 
$530,000 
Total funding $4,230,000 
1974―75 Budget $2,200,000 
Average cost/title $2.21 
Marginal cost $ 2.21 
(Brett, Butler; State of the Nation in Networking. Journal of Library 
Automation. v. 8. p. 214) 
いかにもわれわれの感覚からすれば，桁どりを間違えたのではなかろうかと思
われる数字である。まさしく“画餅のごとくに"とはこのことか， とさえ感じさせ
る機械化経費でもある。
しかし，ここで OCLCが毎年発行する AnnualReportに収められた財務情
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報が，モデルとして他の図書館グループから注目されているとする点は見落とすわ
けにいかない。
「1973/74年度のスクッフ経費は $390,000,Ohio member librasiesからだけの
収入が $700,000,差し引き黒字。ただし，この時点で，長期負債 $620,000がある
ことに留意を要する」7)とある。
「OCLCのカードセットのコストが，商業ベースでのコストに比ぺ割高なのは，
カードの価格に，才｀ノライソの使用料， メインテナ｀ノス・コスト，ターミナル・コ
ストが上積みされているからである」8) との説明をもともに加味したうえで，対比
にみられる OCLCの Memberfees $1,600,000の経営的背景を考えてみる必要が
ありそうに思われる。
『完全に開発されたネットワークでは個々の図書館活動に必要なデーター・
ベースは，サプリジョナルシステム subregionalsystemsが保有しており，そのう
え，セントラル・リジョナル・システム centralregional system にもアクセスす
ることができるので，個々の図書館は自館の完全マスター・データーを維持する
手間がはぶける。』9)
との展望と，そして，
『カード目録が機械化にとってかわる大勢を迎えたとき，それは共同利用の体
制が固まったときであって， 大多数の図書館は自館独自のハードやソフトウェ
ア， 自館のデーター・ベースを保持していないであろう。』!Ol
とする Biermanの予測とをここで考え合わせれば，ターミナルによる探索時代の
経費について， OCLCの事例は，参考とすべきひとつの方策であるともいえるであ
ろう。
単純ではあるが，さきの memberfeesをターミナル数で割ってみると，いく
分身近さを感じさせる経費になってくる。
しかし，その身近さの感触は，‘‘完全に開発されたネットワーク＂の傘下にあ
ったうえでのことであり， ‘‘共同利用の体制が固まったとき"の下にあってのこと
である。
アンケートで，電話で， さらには足を運んだうえで，中規模図書館28館*25万冊
以下，大規模図書館49館を調査した Biermanは，
『カード目録にとってかわる機械化について，大規模図書館でかなり関心の高
まりがみられる。しかし，現に企画された大きな計画のほとんどは比較的に最近
（この2か年以内）のものであって， 今後，委員会の設置や， レポートの発表，タス
クフォースの編成などに，その結果が顕著に現われてくるであろう。』Ill
とし，大規模図書館が機械化へ踏み出す時期等については，
『大規模図書館のうち，数館は今後の10年間に自館のカード目録に終止符を打
ち， かわって， 機械化目録を設闘するようになると思われる。 しかし， 大多数
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の図書館は少なくとも1985年にいたるまでは，蔵書への基本のアクセスはカード
目録に依存しつづけることになるであろう 12ぢ』と推測している。
調査の対称となった図書館の，カード目録にとってかわる機械化目録について
の見通しの大勢は，オンライソ• カタログである。そして，ハード・コピー ・カタ
ログ，マイクロイメージ， 印刷冊子形式で（補足的な意味で）オソライソが補われるこ
とになるであろう＊注）。
従来からのカード目録は， とくに総合目録を相互に設置している場合など，そ
のコストはますます高まりをみせる一方となる。これに反して，機械化コストが低
減化を続けるかぎり，いずれ分岐点に差しかかり，経済的バラソスが逆転するとき
がくる。『――そのときが現に到来しているのだとは思われないが，しかし，それが
1985年以前にこないとも思われない。』13)
Biermanが調査の対称とした各図書館から得た印象は以上のごとくであった
のである。
＊注）
Bierman のレポートによれば， 調査対象となった中規模図書館28館のうち，
書冊目録を意図する図書館が54%, マイクロ目録を目差す図書館が29%, オンライ
ンカタログ志向の図書館が17%とされる。その一部には， この数年間，機械化目録
は所有せず， OCLC システムを将来利用することによって，オンライソ• カタログ
化を計ろうとする， もっばらアクセス・ボイソトや検索能力等々について OCLC
の開発待ちという図書館もある。
中規模図書館の大多数は次表のごとくに， 1975年 1月の時点で75,000-160,000
タイトルを収録する電算書冊目録を所有しているが， これら中規模図書館の大勢は，
今後にかけて増大する電算書冊目録作成経費の見通し難から， 3年以内にマイクロ
目録 microimagecatalogへ移行する計画を立てている。
マイクロ目録は，いまだその歴史が浅く， ごく限られた図書館での実験段階に
過ぎないといえるが， COMの普及によって実用性を帯びてくる新たな検索メデ
ィアである。
University of Texas/Permian Basin で行なわれたマイクロ目録に関する反
応調査によれば，学生利用者のうち 9%, 教員利用者のうち13%が，まだマイクロ
目録の見にくさや，取り扱いの面倒さについて不満を述べているようである。
しかし，調査対象となった図書館で，電算書冊目録を 1年ごとに再累積してい
る例はなく， やっと数館が 2年ごとに再累積しているという現状に対して， COM 
カタログを作成している図書館のうち，6館が年4回再累積版を作成しており，そ
のうち 1館は4週目ごとに再累積を実施しているとの結果から，マイクロ目録がも
つメリットがこの調査からうかがわれるのである。
また，これら中規模図書館の80%がこの数年のうちに機械化目録に移行したい
との意欲を示したのに比べて，大規模図書館のそれは25%であるという低さに意外
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Printed Book Catalogs 
図担館（大規模） クイトル数月 クイトル数 クイトル数月1975年1 1ヵ年問 1980年1
Los Angeles Co., Calif.a> 325,000 15,000 400,000 
UC/Santa Cruz, Calif.2l 250,000 20,000 350,000 
NYPL-Res. Libs., N. Y.3i 220,000 80,000 620,000 
NYPL-Branch Libs., N. YP 170,000 40,000 370,000 
（中規模）
Fairfax Co. P L, Va_ll 160,000 20,000 260,000 
Orange Co. P L, Calif.l 150,000 10,000 200,000 
Baltimore Co. P L, Md.1l 150,000 10,000 200,000 
Enoch Pratt Lib., Md.1' 150,000 13,000 215,000 
Bell Telephone Labs, N. J. 150,000 5,000 175,000 
King Co. Lib., Wash.al 140,000 15,000 215,000 
Prince George's Co., Md.1' 140,000 10,000 190,000 
Hennepin Co. Minn. 100,000 5,000 125,000 
Washington Network, Wash.4' 75,000 50,000 325,000 
1) 3年以内にマイクロ目録へ移行。
2) 3年以内にオンラインカクログかマイクロ目録へ移行。
3) 3年以内にマイクロ目録化を計るか，柑冊目録の構成を変更するかを検討中。
4) 傘下に120の図甚館をもつネットワークで，オソライソとマイクロ目録化を進め， 2-3年でカー
ド目録を閉鎖する計画。
〔Bierman:Automated Alternatives to Card Catalogs. p. 283〕
Microimage Catalogs (Computer Produced) 
図書館 クイトル数月1975年1 種マイクロ目録類
カード目持録
の維
Lockheed Missiles, Calif.1' 175,000 fiche No 
Boeing Co., Wash. 150,000 fiche No 
U. T./San Antonio, Tex. 130,000 film No 
ただしA/Tカード
を作成する予定
Florida Tech. U., Fla. 120,000 fiche Yes 
今後も維持する
Marin Co., Calif. 100,000 fiche No 
U. T./Permian Basin, Tex. 90,000 fiche No 
Georgia Inst. Tech., Ga.2l 75,000 fiche Yes2i 
Tulsa City-County, Okla.3l 50,000 fiche No 
U. T./Dallas, Tex. 50,000 fiche No 
Eastman Kodak, N. Y. 50,000 fiche No 
1) 従来はロールフィルム目録。
2) このほか125,000クイトルの蔵書があり，カード目録をフィルム化したマイ クロ目録での利用も
できる。漸次これらをデークーペースに追加しつつあり，作業が完了すればカード目録は破棄の
予定。
3) 従来は雹冊目録。
〔Bierman: Automated Alternativts to Card Catalogs. p. 283) 
さと興味がひかれるのであるが， しかし，大規模学術図書館の意向は，例外を除け
ば，カード目録にとって変わる媒介はオンライン・カタログであるとの見通しであ
る。
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以下， Bierman レポートから， 各館の意向ならびに計画の要約をアルファベ
ット順に列挙する。
Aerospace Corporation Library (Canada) 
80,000タイトルがオソラインによってアクセスできる。件名からのアクセス
が可能となるまでカード目録は保持する。
Baltimore County Public Library 
最近の報せによれば， この 1年以内にロー Jレフィルム目録を備える計画であ
る。
Boston Public Library 
NYPL の基礎研究を踏まえて， 1975年 1月1日， 本館のカード目録を閉鎖
陳結した。
IBM 
同社の数館は20,000クイトル範囲のオンライソカタログを， カード目録の補
足検索用として利用している。
Library of Congress 
1980年にカード目録を中止するとの見通しを発表。その時点以降，オンライ
ソ，電鍔書冊目録，マイクロ目録へと移行する予定。
Los Angeles County Public Library 
この図書館の特徴は， この20年間，閲覧用カード目録を備えず，雷冊目録の
みに依存してきた図円館である。 1969年以来，電算書冊目録を作成している
が， 1975年 1月現在，収録数 325,000タイトル。年あたり 15,000タイトルの
増加。累稿版を作成しているが，(1974/75版で$325,000)のコストから，従
来の書冊目録そのものへの再検討が加えられる一方，マイクロ目録へ進むこ
とをも考慮中。
NASA 
600,000タイトルを菩租したオ‘ノライソファイルを， 数館が多角的な面から
カード目録の補足として利用しているが，マイクロ目録についても今後の課
題としている。
National Agricultural Library (NAL) 
オンライソ ・カクログがもつ長所についてはすでに認識ずみ。目下，一般利
用者がオソライン・デークー・ベースにアクセスするについて，派生する諸
問題を解決すべく研究中。
National Library of Medicine (NLM) 
オソライン・カタログを使用して実験中。
New York Public Library (NYPL) 
電算書冊目録を備え，1971年12月に，分館，研究図書館ともにカード目録を
中止している。 1972年以前のカード目録はファイリングが中止されたとはい
ぇ，閲覧カード目録として利用している。電算書冊目録は二通り作成される。
1975年 1月現在で，170,000クイトルを収録する分館用目録と， 220,000クイ
トルを収録する研究図書館用目録とがある。分館用目録は年40,000クイトル
の率で，研究図書館目録は年80,000クイトルの率で増加するとあって， 目録
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そのものを月刊累茄から季刊累釈に変更するか，簡略化，索引程度のものに
するかについての再検討をせまられており ，マイクロ目録の選択をも考慮し
ている。蔵書数址の観点からウルトラフィッシュ ultraficheフォーマットに
とくに関心が寄せられているとされるが，未だ未決定。
New York State Library 
1975年の夏から秋には基本カード目録を閉釦し， マイクロ目録ロールフィルム
を備える計画がある。
Northwestern University Library 
オンライソ ・テクニカル ・サービス ・システムを備えている。閥抱者ならび
に図書館スタッフが利用できる，事実上のオ‘ノライン ・カクログを目差して
用途の拡張に取り組んでいる。
OCLC 
傘下館は 5カ年以内にカード目録の閉鎖を考碓している。システムは，オン
ライソやマイクロ目録に利用できることになる。
Ohio State University Library 
1976年 7月4日にカード目録へのカードのファイリソグを停止する予定。
1975年以降のクイトルについては，オソライソおよびマイクロ目録を利用す
ることになろう。著者／書名，書名を記録する簡略レコードがオンラインで
アクセスでき， またそのほか，所蔵個所や，貸出，製本等々の状態をも知る
ことが可能なオ‘ノライソ貸出•ンステムの能力をも備えている。
Rochester Institute of Technology (New York) 
現在 150,000クイトルを変換中であり ， 変換されたタイトルはオソライソで
利用できる。変換終了後は， マイクロ目録（ロ ルーフィルム）とオソライソ ・カ
クログで検索することになる。カード目録はそのときまで維持される。
Stanford University 
(BALLOTSを経て）最近目録化された蔵柑の90%以上が CRTクーミナル
で検索できる。学部図書館 undergraduatelibrary (80, 000タイトル）は粛冊
目録とオンライソカクログとの双方を使用し，数台のクーミナルがレファレ
ソスや一般サービスに利用されている。
Syracuse University Library 
オンライ‘ノによって著者，忠名，、ンリーズ名からのアクセスは可能であるが，
件名からのアクセスが今後の課題となっている。閲買者用のクーミナルにつ
いて 目下検討中。
University of British Columbia 
1975年度の書誌デークーを機械判読フォームに変換し， 1975年 9月から co
M によるファインディソグ ・リストを作成して，マイクロ 目録に付随する諸
デークーをつかむべく研究を進めている。
University of California at Santa Cruz 
1967年以来，電算雹冊 目録を作成している。 1975年 1月現在でその収録数は
250,000クイトル。 この増大をたどる害冊 目録の経股にからむ問題に対処す
べく ，COM とオソラインの研究を進めた結論と して，オンライソ化へ進む
方針をとっている。狩金しだいで1977年にもオ ノ｀ラインを稼動させたいとの
意欲である。
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University of Chicago 
図書館デークー・ベース・システムを固めつつあり， 1968年以降目録化され
たクイトルについては，アクセスすることができる。分館のカード目録の閉
鎮を考慮中。
University of Tronto 
科学図書館 sciencelibrary (125,000クイトル）用の電算書冊目録を作成し， 部分
的にオソライソカクログの実験を進めている。
?
1) Ganning, Mary Kay Daniels, "The Catalog: Its Nature and Pros-
pects," Journal of Library Automation, 9 (March, 1976) 57. 
2) Buter, Brett, "State of the Nation in Networking," Journal of 
Library Automation, 8 (Sept, 1975) 216. 
3) Freedman, Maurice J., "Automated Network Catalog Products and 
Services," Journal of Library Automation, 9 (June, 1976) 146. 
4) Ganning, Mary Kay Daniels, op. cit., p. 53. 
5) Freedman, Maurice J., op. cit., p. 147. 
6) Butler, Brett, op. cit., p. 214. 
7) Ibid., p.202. 
8) Freedman, Maurice J., op. cit., p. 148. 
9) Ganning, Mary Kay Daniels, op. cit., p. 58--59. 
10) Bierman, Kenneth John, "Automated Alternatives to Card Catalags: 
the Current State of Planning and Implementation," Jounal of 
Library Automation, 8 (Dec 1975) 292. 
11) Ibid., p. 292. 
12) Ibid., pp. 292-293. 
13) Ibid., p. 291. 
RECON CU 
図書館が作成する資料や図書館サービスは，単にこれから先に作られるレコー
ドのみを基礎とするだけでは成り立たない。それは，いうまでもなく，将来にかけ
てはもちろんのこと，過去に遡ってまでも等しく，害誌上の責務を図書館なりに背
負っていかなければならないからである。
この責務のために， iまたして旧蔵（遡及） retrospective機械判読デークー・ベ
ースが必要であろうか？もし，そうだとすれば， どうやってそれを達成するのか？
コストはどうなる？これらがたちどころに起こ った疑問であった。1)
全国総合目録 NationalUnion Catalog (NUC) に収録されたタイトル数は約700
万。LCがファイルする事務カタログ OficialCatalogは， 人名の部のみで約 1,200
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万。まさしく巨大なファイルを前に，起こるべくして起こった理屈抜きの疑問であ
った。
これまでコソピュークーを効果的に利用するためには，中央centralsourceで作
成された機械判読目録レコードを図書館界が活用することであるとして，久しくこ
れが，必須の条件と考えられてきたのであったが， LCが MARCPilot Pojectの
一環として英語単行図書の MARC レコードを頒布しはじめた 1966年の11月， こ
の方向づけに費重な一里塚が築かれたのである。
パイロット・プロジェクトの成功は， 1969年3月， MARCDistribution Service 
の発足となって発展的に継承されたが，一方では， 1969年以前に遡及する旧蔵カタ
ログ・レコードを変換するにあたって，その可能性を探る調査と研究が，はやばや
と1968年の11月から着手されていた。
無報酬ながらも志を同じくする図書館員，アナリストたちから構成されたWor-
king Task Forceそして AdvieoryCommittee 〔表 1〕は， 詳細な事前調査と研
RECON STUDY 
Officer-in-Charge: John G. Lorenz, Deputy Librarian of Congress 
Working Task Force: 
Mrs. Henriette D. Avram, Chairman 
Library of Congress 
William R. Nugent 
Inforonics, Inc. 
Mrs. Josephine Pulsifer 
Washington State Library 
Advisory Committee: 
John G. Loren, Chairman 
Scott Adams 
Deputy Director 
National Library of Medicine 
Col. Andrew A. Aines, Chairman 
Committee on Scientific and 
Technical Information 
Federal Council for Science 
and Technology 
Herman H. Fussier 
Diriector 
University of Chicago 
James W. Henderson 
Chief, Reference Department 
New York Public Library 
Frederick G. Kilgour 
Director 
The Ohio College Library Center 
John C. Rather 
Library of Congress 
Joseph A. Rosenthal 
New York Public Library 
Allen B. Veaner 
Stanford University Libraries 
Abraham Lebowitz 
Assistant to the Director 
National Agricultudal Library 
Maryan E. Reynolds 
State Librarian 
Washington State Library 
Rutherford D. Rogers 
Director of Libraries 
Stanford University 
Russell Shank 
Director of Libraries 
Smithsonian Institution 
James E. Skipper 
University Librarian 
University of California, Berkeley 
〔表1〕 Conversion of Retrosp匹油 g国匹 R恥 ords切 M邸 h血知韮曲leF゜rm.p. 畑
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究をすすめ，その最終レポートを RECONfeasibility reportとしてまとめ， 1969
年 6月にこれが LCから刊行されている。
この事前調査を踏まえた 2か年計画の RECONPilot Projectが， 1969年の 8
月にスタートし，これが世に RECON(REtrospective CONversion)*と呼称されるに
いたったのである凡
•) RECONと COMARCについてはまたの機会に触れたい。
フォーマットの標準化
“全国書誌データー ・ベースの変換には，書誌的内容およびマ、ンソ・フォーマ
ットの標準化を必要とする。旧蔵（遡及）レコードの変換に対する標準は，現レコ ー
ドcurrentrecordの標準と同じであらねばならない3¥
大規模な変換は，中央集中のプロジェクトで達成すべきである。分散された変
換では， コストが割高になるのみならず，標準化に対する要求を満足にみたすこと
ができなくなるであろう≫4¥
これはワーキング・タスクフ・ォースが最終レポートにまとめた“勧告と結
論”の中にみられる 1か条である。
たとえ，旧 LCのカタログ ・カードが，新たな政策，新たな目録規則の採用に
応じて，必ずしもそれに準じて変更されてきたわけではないということを是認した
としても， LC と同じように，採用された標準目録規則に準じて，完全かつ一貫し
てこれを継承した図書館はきわめて少ない。そして，それらの少数の図書館を除い
た，米国図書館界での目録実務における統一性の欠除は， NUCへ提出されるレポ
トー〔表2〕におどろくべき記入の相違となって現われてくる竺 とする現実に上
記の見解は立脚したものであった。
2/3世紀にわたって， LCはカード目録を頒布し， これが受容されて，全国標準
National Standard としての地位が固められてきたわけであるが，現実に，このよう
な記述書誌的内容の差異が生ずるような環境のもとでは，これから先，機械に投
ずる資金や人員は，図書館によって大きく異なるであろうし，また，書誌的記述に
対する要求も，図書館間では必ずしも同じではないという新たな環境をも念頭にお
かなければならない。
個々に努力を傾け資金をかけながら，個別のプロジェクトが創り出す機械判読
レコードの統一性，完全性には，こうした環境が反映してくるのである。
これまでのカードや冊子目録などの手作業システムにおいてさえ，書誌データ
ーの交換や伝達は， 目録の標準化に大きく依存してきた。ましてや， コソピュータ
はソース・デークー sourcedataのあいまいさに対してまったく不寛容である。 と
すればこれからの伝送や互換は，従前にもまして，機械判読レコードの標準化に
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ABBREVIATED SAMPLES OF VARIATIONS IN ENTRIES RECEIVED 
BY THE NATIONAL UNION CATALOG 
NUC 
Rao Pagdi, Setumadhava 
A gramar of the Gondhi Ian-
guage… 
Ameilh, Pierre, bp., d.ca 1401. 
Le voyage de Gregoire XI… 
[par] Pierre Ronzy .
The Economist (London) 
Oxford economic atlas of the 
wrold, prepared by the Economist 
Intelligence Unit and the Cartog-
raphic Dept. of the Clarendon 
Press . 
Simmons, Ward F 
Report on the elevated-temper-
ature properties of stainless ste-
els, prepared by Ward F. Simmons 
"lnssued under . the ASTM-A-
SME Joint Committee on Effect 
of Temperature on the Properties 
of Metals. 
Alexander de Hales, d. 1245. 
Alexander Minorita: Expositio 
in Apocalypsim .
Institute on Operation and Mainte-
nance of School Buildings, Stanford 
University, 1953. 
Institute on Operation .. 
Another Stanford School Plan-
ning Laboratory publication. 
Variations 
Rao, P. Setumadhava. 
Setumadhava Rao, P 
Madhava Rao P Setu 
Amelii, Petrus, patriarch of Alexan-
dria, d. 1401? 
Ronzy, Pierre 
Petrus Amelii 
Clarendon Press. Economist Intelli-
gence Unit. 
Oxford economic atlas of the world. 
Oxford University Press. 
ASTM-ASME Joint Committee on 
Effect of Temperature on the 
Properties of Metals. 
Joint Committee on Effect of Tem-
perature on the Properties of 
Metals. 
Alexander Alemannicus (Saxo), 15th 
cent. 
Alexander von Bremen, d. 1271. 
Stanford University. School Plan-
ning Laboratory. 
Stanford University. Institute on 
Operation and Maintenance of 
School Buildings. 
Stanford UniversityーSchoolof Edu-
cation. 
Stanford Research Institute, Stanford Beggs, Alexander Kenneth, 1913— 
University. Chamber of Commerce of the Uni-
U.S. tax incentives for private ted States of America. 
foreign investment. Prepared for 
the Chamber of Commerce . [by 
A. Kenneth Beggs… 
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Carnegie Endowment for Interna-
tional Peace. European Center. 
Les publications officielles et la 
documentation internationale; 
travaux de la conference de docu-
mentation reunie a Paris le 29 
janvier 1951, 
MARC計画の推移(5)
Carnegie endowment for interna-
tional peace. Division of inter-
course and education. European 
center. 
Conference de Documentation. 
Paris, 1951. 
International Conference on Docu 
mentation, Paris, 1951. 
〔表 2〕 C血匹雨皿 ofRet巫匹叩匹⇔国ogRec紅 dsto M邸 hine-Readable
Form. p. 10. 
大きく依存することになるということは想像にかたくなかった。
さらに， フォーマットの決定は，これに引き続き開発しなければならないソフ
トウェアとも直接的に結びつく。
ソフトウェアの開発コストが， コソピュータシステムにとって占める比重はき
わめて大きいとされている。実際に， ソフトウェアの開発と維持の般用が，ハード
ウェアのコストをしばしば上回ることがある。
変換用のナショナルプログラム nationalprogrmがないとあっては， 多くの図
害館が多額のコストをかけて，基本的にぱ同じソフトウェアを開発することになる
であろう。個別に払われる独自の努力が不一致のレコード・フォーマットやレコー
ド内容の相違を創り出し，将来の書誌データー・コミュニケーショソtことって，効
果的経済的なネットワークの活動を妨げる危険性をも生み出すのである。“なぜ，完
全かつ正確にレコードを up-to-dateにするソフトウェアの開発を一度限りにしな
いのか，すべて中央の基盤に立って標準化された既成のものを頒布しないのかとの
質問が投げられたのも当然であった叫
さらに，重複図書がフォーマットの標準化と密接に関係することも無視できな
し'o
NUCに収録されたタイトルのうち， 80.3%が11の地域総合目録 RegionalUnion 
Catalogのいずれかに収録されており， 一方，いずれの地域総合目録も， 平均すれ
ば， NUCに収録されたタイトル数の9.2%しか収録していなかった。 この11の目
録のうち， Clevelandと Philadelphia の目録だけが，図書館の規模と種類の点か
ら対比することができたが， この二つの目録での重複率は約40%である。 Merritt
は， Association of Research Libraries のメ ノ｀バー である46館の蔵書の関連性を
調査し，その結果，図書館の規模と特徴は密接な関係を示す，概して，蔵書数が多
いほど，他の図書館が所蔵する資料と同じ資料を蔵するようになり，かつ，他の図
書館が所蔵していない資料を多く蔵するようになる。同じく，規模が小さければ小
さいほど，大規模図書館が所蔵するものとの重複率が高まり，自館だけが保有する
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独特な図書が少なくなるようである”， としている。
Nugentによる最近の研究にもある図書館からラソダムに抽出したタイトル
は同じように他の図書館から抽出したタイトルに対して40%の重複のチャ‘ノスが
ある豆としている。
そのうえ，米国図書館界の蔵書にみられる事例が， NUCの経験からも得られ
ている。
NUC Post-1956 Imprints Sectionへ提出されるレポートの50%以上が LC
カードで代用されている。この残りの部分を調べたところ， LCカードや他の図書
館のレポートでカバーできる分が （オリヂナルを 100%として）32%もあった。 こ
のように， レボート提出の時点でさえ，わずかに18%だけが独自に作成したレボー
トなのである。 5か年累積版刊行の際には，ある図書館だけが所蔵するクイトルは
10%を割っていた。 Dawsonゃ Skipperの研究にもほぼ同じような結果がみられ
る叫
したがって，旧蔵レコードの変換にあたって，調整なき努力は， これら同一の
書誌記事を機械判読レコードとして作成することにほかならず，般用をかけた努力
が反復されたばかりで1まなく，書誌記述が大きく異なっているために，同じ記述の
レコードでありながら， このレコードを区別することさえできなくなるという結果
も予想されるのであった10)0 
RECONバイロットプロジェクトでの最大の成果ともいうべき FormatReco-
gnitionの開発にあたって，この書誌記述の差異，書誌的内容の相違が及ぼした影
響は大きいが，これはまた次の機会にゆずろう。
ここで， RECONからはいく分はずれるが， フォーマットの標準化の意義を裏
害きするかのごとき事例にも触れておきたい。
『先発グループは，そのほとんどが，個々の図書館の利用目的にあわせて設
計しており， BALLOTSゃ，要求される図告館機能の一部のみに限定して設計さ
れたNewYork Public Library (NYPL), 品質管理 qualitycontrol iこ充分な配
應を欠いた OCLCのごとくに，いずれのシステムも基本とする基準の一面を欠
いている。これらのジステムすべてについての欠陥と思われる点は，地域レコー
ドを内容識別記号完備の MARCIフォーマットで作成することができない，同
じ標準コミュニケーショ‘ノ ・フォーマットでアウトプットすることができない，
という点であろう。こうした検討を踏まえ，既存のジステムは採用すべきではな
い。 WashingtonLibrary Network (WLN)の明細にあわせたコソビューク ・
システムを開発すべぎである ]l)。』
との方針をとった WLNのフォーマットに対する基本的な考え方である。
WLNは， 1971年にパイロットツステムの企画に着手，技術上の設計と開発は
Boeing Computer Services (BCS) と提携して1972年の早々にパイロットシステ
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ムの概略を完成し， 1973年 1月に StateData Processing Service Center(DPSC) 
内で稼動するにいたった省略や削除のまったくない完全な MARCデークー・ベー
スを維持するシステムである。
、ンステム相互のコミュニケーツョンの必要性は，全国書誌互換の見通しによっ
て明白なものとなり， 主要なシステム (OCLCや BALLOTSなど）では 現在，標準
コミュニケーショ‘ノ・フォーマットでアウトプットする能力 capacityを具備せしめ
るための努力を傾注している12), との動向からも， フォーマットの標準化がもつ国
内的国際的な意義，そしてそれがもたらす結果について，われわれなりに認識を深
めておく必要がありそうに思われるのである。
典拠とすべきフ ァイル
フォーマットの標準化が落着すると，なにを拠りどころに MARCレコードを
作成するか，ナショナル・データー・ベース nationaldata base としての条件を備
え，完全かつ正確に記録をとどめるファイルはいずれかという問題になる。
MARCへの変換にあたって，拠りどころとすべきファイルには， まず，他の
図書館が蔵する図書を最大限にカバーし，かつ，他の図書館が所蔵しない図書を数
多く収録すること，この条件を備えることが第一となる。北米での最大の目録は全
国総合目録 NUCであり，次いで， LCの事務用カタログがこれにつづく。しかし，
マスター・データー・ベースとして選択するにあたっては， ただ大きさ sizeばか
りが絶対的な基準となるわけではない。書誌的正確さ，完全さが，ナショナル・デ
ーター・ベースに求められるからである。
こうした正確さ，完全さを比較検討するために， LCのファイルに記録をとど
める“訂正"について調べておく必要があった。これが事前調査の過程で行なわれ
ている。
目的は第ーに， MARCシステムにおける訂正作業に要する必要人員の推定
と，マシ‘ノ・クイムを算出するための更新作業量を把握すること，第二に，各年代
における LCCard Division のレコードと事務用カタログとの差異の範囲を調べ
ること，であった。
MARCシステムの計画にとって， すぐさま役立つ範囲としての短期にみられ
る更新数，すなわち1966年と1967年とのカードの比較，そして，年代的に訂正率を
調べることを目的とした10年間隔 1938年， 1948年， 1958年のそれぞれから， ラン’
ダムにサンプルを取り出し，訂正数をレコードの数で調べたのが［表3〕である。
さらに， レコードのどの要素に訂正が加えられていたか， 要素ごとに調べたのが
〔表4]である。
この分析を基礎として，機械判読フォームヘ入力するカタログ ・レコー ドは，
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Extent of change in five samples of Library of Congress cards, 
by card series and language category 
Card series and Total Not changed Changed 
language category number Number % Number % 
1967 381 364 95.5 17 4.5 
English 158 149 94.3 ， 5. 7 
Other roman alphabet 
166 159 95.8 7 4.2 languages 
Nonroman alphabet 
57 56 98.2 1 1.8 languages 
1966 443 416 93.9 27 6.1 
English 208 190 91. 3 18 8. 7 
Other roman alphabet 
178 172 96.6 6 3.4 languages 
Nonroman alphabet 57 54 94. 7 3 5.3 languages 
1958 351 273 77.8 78 22.2 
English 155 111 71.6 44 28.4 
Other roman alphabet 
115 96 83.5 19 16.5 languages 
Nonroman alphabet 
81 66 81. 5 15 18.5 languages 
1948 459 315 68.6 144 31. 4 
English 248 157 63.3 91 36. 7 
Other roman alphabet 
166 129 77. 7 37 22.3 languages 
Nonroman alphabet 45 29 64.4 16 35.6 languages 
1938 523 304 58. 1 219 41. 9 
English 352 202 57.4 150 42.6 
Other roman alphabet 
166 99 59.6 67 40.4 languages 
Nonroman alphabet 
5 3 60.0 2 40.0 Jangueges 
〔表3〕 C血匹店ぬn〇fR紅rosp印函口困領 R的紅dsい M盆血紐紐曲血
Form. p. 145. 
一年目にその4.5土2.0%が訂正を要するであろう 13), とのデーターをつかんだので
ある。さて，典拠とすべきファイルは
Library of Congress Official Catalogl4l 
その完全さ正確さ，書誌情報の質の点から， LCの事務用カタログは，マスタ
ー・データー・ベースとして挙げるべぎも っともふさわしいファイルである。引用
できるファイルの比較研究がないが， LC レコードに対抗できるカタログはほかに
考えられない。 レコードが訂正された率は， 1年後の4.5%から30年後の41.9%と
変化がある。データー・エレメントのなかで， もっとも訂正されたのは件名標目，
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Data elements affected by changes in five samples of Library of 
Congress cards1 
Data element 1967 1966 1958 1948 1938 
Numbr % Numbr % Numbr % Numbr % Numbr % 
Total 21 100. 0 36 100. 0 17 100. 0 257 100. 0 382 100. 0 
Main entry 3 14. 3 5 13. 9 25 21. 4 63 24. 5 105 27. 5 
Body of entry 4 19. 0 2 5. 5 14 12. 0 29 11.3 18 4. 7 
Collation 3 14, 3 5 13. 9 12 10. 2 20 7. 8 8 2.1 
Series Statement 2 5. 5 3 2. 5 4 1.5 7 1. 8 
Notes 3 14. 3 5 13. 9 12 10.2 25 9. 7 5 1.3 
Subject heading 1 4. 8 6 16, 7 34 29. 0 67 26.1 145 38. 0 
Added entry 4 19. 0 7 19. 4 12 10. 2 22 8.6 58 15. 2 
Classification number 1 4. 8 1 2. 8 1 0. 9 1 4.3 15 3. 9 
Dewey number 1 o. 9 2 0.8 2 0. 5 
Added copy2 4.8 1 2.8 1 0. 9 5 1.9 4 I.I 
Dash entry 1 0. 9 1 0. 4 5 1.3 
Other2 4. 7 2 5. 6 1 0. 9 8 3.1 10 2.6 
1. Includes al changes that could be identified on each changed card tallied in table 
E. 2, except for those on a few revised reprints which could not be identified. 
2. Limited to copy statements on the official main entry card. 
3. Incudes filing title, full name note, national bibliography number, format error and 
control information. 
〔表4〕 Conversion〇fRetro却匹油 g国源 R虹 ordsto M邸 hine知孤北leF。rm.p. l⑱ 
次いで，副出記入，基本記入の順となる。
これを典拠とすべきファイルとして使用する場合の問題点は第一に，このカ
クログに収められた人名の部には， 約 1,200万枚のカードがファイルされており，
1898年以来 LCが作成した400万枚のカードの全部またはその一部をこのファイル
から選り出すことは，時間的にも，費用の面でも容易ではない。第二に，このマス
ター ・レコードそのものには多くの付記や訂正が書き加えられており，変換処理を
目的にこれを使用するとしても，ほとんど判読不可能とみなされるカードがある，
などの問題がある。
これらの欠点を克服する最善の方法は， LCCard Divisionが保有するレコー
ド・セットをまず変換し，変換された機械判読レコードをこの事務用カクログのマ
スター・レコードと照合し更新することであった。
LC Card Division Recod Set15> 
このレコードセットは， LC 印剛カード最新改訂版のマスター・コピーからな
り，それが，カードシリーズごとに配列され，そして，各シリーズはカードナソバ
ー順に配列されている。カードがシリーズごとに区分されているために，特定の時
期を分離することができるので，変換作業にとって最適の候補に挙がる。特定の時
期が変換作業に応じて選択できるばかりでなく（たとえば10年＜ぎりのごとくに），
目録規則や目録実務が改変された時期も実際に区分できて，必要な特別処置がとれ
ることにもなる。そして， レコードが鮮明で，見易<. 書誌記事はこのファイルの
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なかでは一度しか現われてこない。
このレコード・セットの欠点は，基本記入，書名，そのほか重要な要素の訂正
の場合には改訂リプリントが作製されているが，副出，件名記入，内容注記，分類
番号などの訂正の場合には，自館用目録にクイプあるいは手書きで書き加えるだけ
で，ある理由でそのカードがリプリントされるまでは，手つかずのままになってい
ることである。このような訂正が， このレコード ・セットには現われてこない。し
たがって，このレコード ・セットを拠りどころに創られるデーター ・ベースは，著
しく現実ばなれしたものとなり，副出著者や件名記入の訂正更新作業は，利用する
図書館サイドにまかされることになろう。各図書館で繰りかえされる労働の反復作
業は別としても，地域での訂正更新作業は必ずしも確実に行なわれるというもの
でもないので，このアプローチは充分なアプローチといえなくなる。
National Union Catalog16l 
全国総合目録には，約400万枚の LCレコードをも加え，ほぽ700万冊のタイト
ルが収録されており， LCのカクログよりはさらに充実したデーター ・ベースを構
成している。 LCカードでカバーできない資料のうち，特徴的な種類として，学位
論文，州や地方の刊行物，外国書などが挙げられる。これらの範闊に属する資料は，
図書館間で重複する率は低く，ナショナル ・デークー・ベースの観点からはも っと
も要求される資料でもある。
このファイルは，さきにも触れたところであるが， NUCへ提出されるレポー
トにもみられる記入の食い違いが大きな欠点である。 LC カードで提出されるもの
以外， NUCが受理するレポートに効果的な標準化の策がない。 NUCでの編集作業
ほ，基本記入と副出記入とを LCフォ ームと照合する程度にすぎず，記入の本体や
件名標目については一切編集の手を加えていない。そのため，正確さと統一性に関
して， この全国総合目録から標準と一致するデーター・ベースを創り出すことには
無理がともなう。
LC Shelflist17l 
シェルフリストも典拠ファイルの一つとして考えられた。このアプローチは，
ハーバードのシェルフリスト変換プロジェクトの経験にもとづいたアプローチであ
って，主題グループに従って作業が進められるという都合の良い方法である。
LCのツェルフリストを基幹とするこの方法の決定的な欠点は，臨時に作成さ
れたカードや不完全なカ ード，そのほか，LC分類番号の更新訂正のほかは，実質
的に訂正が加えられていない印剛カードが混配されているということであった。マ
イクロフィルムに撮って事務用カタログと照合させる策を考えてみても，判読でき
ないカードがある。言語を手掛りにしてまた， 目録規則の異なった時期々々を手
掛りにして，それらカードをこのシェルフリストから選ぴ出すとしてもこの作業
は実際には容易でない。
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RECON Working Task Forceは，以上のごとき検討を加えたうえ，正確さ
と書誌的品質の観点から， LCの OfficialCatalogがもっとも変換にとってふさわ
しいファイルであると考えた。が， RECONパイロット・プロジェクト実施にあた
って，さきに挙げた事務カタログがもつ欠陥が実際面で影啓し，第二に検討を加え
た LCCard Divisionのレコード・セットを典拠フ ァイルとして採用したのであ
る。これをマイクロフィルムに撮ることも， CardDivisionの活動に与える支障を
最小限にするためにと提案されていたが，実務上はマイクロフィルムよりはカード
のほうが便利であるとされて，必要なカードだけをその都度選り出して作業を進め
るという方法に落ち着いた18)。これを事務用カタログと照合し訂正を加えて使用す
る計画をたてたのである。
RECONにおけるレコード訂正率
事前調査の段階で，短期長期の観点からサソプル・カードをもとに，印剛カー
ドの訂正率が調査されていたが，さらに， この RECONパイロット・プロジェク
トの期間に， 変換された実数をもとに， 1968年ツリーズのレコード 34,628件と，
1969年いわゆるセプソシリーズのレコード 7,528件を， 事務用カタログと付き合わ
せる対比照合が行なわれている。
その結果は，
1) 1969年の基本記入レコード335件 (4.5%)と， 1668年の基本記入レコ ード
1,671件 (4.8%)が，事務用カ タログからみつからなかった。
2) カクログを比較した結果， 1969年のレコードには訂正が339件 (4.7%)に
加えられており， 1968年のレコードの訂正は2,149件 (6.5%)であった。 1レコー
ドあたり平均 1.1の訂正が必要であったのである。
3) 訂正が加えられているために，訂正された (2,488件）にほぽ近い (2,006
件）が見つからなかったわけであるが， 行方不明のレコードについて， 105件のカ
ードサ｀ノプルを調査したところ，これらレコードの45.7%が訂正を見込んで最初か
らなかったことがわかった。最初見つからなかったカードは，再点検のために別置
されていたのである。見つからなかったカードが別置されていたり，最初行なった
カタログ照合ののちに，副出記入が書き加えられて，新しい記入がファイルされて
いたりしたのである。
4) 訂正を要する数を，最初見つけることができなかったレコードに加算する
と，上記第二項のパーセソテージは， 1969年が6.5%, 1968年が8.4%と高くなる。
5) ファイリソグ上の統一書名 uniformfiling titleは通常， LCカードに印剛
されない。 1969年のレコードで6.7%, 1968年のレコードでは5.6%のレコードに統
一書名を追記しなければならないのである。事務用カタログの訂正分と，この統一
- 19 -
Data elements affected by changes in RECON recods 
1969 (403 records) 1968 (1989 records) 
Data element Number ％ Number ％ 
Total 409 100.0 2,312 100.0 
Main entry 81 19.8 359 15.5 
Body of entry 15 3.7 108 4.7 
Collation 8 2.0 89 3.9 
Series statement 5 1. 2 67 2.9 
Notes 31 7.6 281 12.2 
Subject heading 17 4.2 186 8.0 
Added entry 54 13.2 423 18.3 
Classification number1 165 40.3 656 28.4 
Dewey number 15 3. 7 73 3.2 
Added copy ， 2.2 31 1. 3 
Dash entry 2 .4 3 .1 
NBN or SBN number 7 1. 7 19 .8 
Price ， .4 
Catalog card number 8 .3 
1 The high incidence of changes in classification number primarily reflects the 
addition of the word " LAW " to many cards. 
〔表5〕邸CONPilot Project; Final Report. p. 1. 
書名の分とが重なる割合については確かめられなかった19¥
RECONレコードの訂正原因となったデーター ・ニレメソトは 〔表5〕のごと
くである。
この対比照合は，比較的に新しいレコードを対称として行なわれたものである。
外国図書や，事務用カクログにみられるような手書きのレコード，また，古いカク
ログ・レコードのごとく印剛カードの形式や目録規則が異なったレコードを含む対
比の場合には， もっと難かしい問題が起こると思われるが，こちらの問題は次のリ
サーチ ・クイ トルで調査が行なわれた。
Research Titles 
当初， RECONパイロット・プロジェクトの生産活動は，範囲を英語単行図
書，その1968年分と， 1969年いわゆるセブソシリーズのカード ・ナンバーに限定さ
れていたため，これらの比較的新しい図書の変換作業からは，遡及しようとする旧
蔵レコードから続出すると予想される難題のレコードが得られなかった。こうした
理由から，
1) 省略や転記など，相違の原因である旧目録規則
2) 異なった形式の印剛カード（現在までに三回変っている）
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3) 外国図書特有の問題点
4) シェア ド・カタローキノグに起因する問題
5) Format Recognition Algorithmsを上記のレコ ードに適用する場合の
問題
等の領域を研究するため， 5,000のリサーチタイトルがこのパイロット ・プロジェ
クトの一部に加えられた20¥
Main Reading Room のカタログから約 1,800件が選び出され， 3,200件の外
国図書レコードが CardDivisionから選び出された。 目録の作成過程では独仏書
の翡的比重が大きいところから， ドイツ語，フラソス語のレコードに重点がおかれ
ている。
リサーチタイトル調査の結果
1949年以前の旧レコードの目録記述と，シェアード ・カクローギソグ ・コピー
をもとにした最近の外国語図書レコードの目録記述とが類似していた。たとえば，
省略符号の使い方，出版標示の記述など，形式的なところが双方ともによく似てい
た。
.  . 1ctionna1re-manuel-1lustre des ecnvams et des litteratures) 例 1 ( D" . 
のごとくに，書名フィールドの冒頭の省略符号が，旧い目録レコードには
よく使用されている。
現目録規則では，タイトル・ページの書名の冒頭に省略符号がないかぎ
り，このような記述は行なわれない21)。
例 2 (London, Glasgow and Bombay) (Neuwied a. Rh. u. Berlin)のご
とく， 1908年の目録規則に従ったレコードや，シェアード ・カタローギ
ソグ ・コビーをもとに目録されたレコードの出版地に接続詞が使用され
ている22¥
こうした例から，旧印刷カード上のデーターを正確に解釈するためには， ALA
目録規則 (1908年版）をこの変換プロジェクト期間内に勉強しなければならなくなっ
たっ
また，RECONProduction Unit の編集担当者は，過去2か年間に作成され
た目録についてさえ，実務上，固定（長）フィールドに識別記号を指定するにあたっ
てはかなりの判断力が必要であることを体験していた。これは，新刊資料向けの処
理や技術を，1949年以前の旧レコードに適用しようとする場合，問題はさらに厳し
いものになることを意味する。
訂正が加えられている多くの事例は，目録を取り直すこ とあまりかわらないた
めに，これらのレコードを処理するには高 レベルの人材が必要になる。
ツェア ード・カタロ ーギ‘ノグ ・コピーに一段と高度な統一性がともなわないと，
自動編集 FormatRecognition (FR)を外国図書に拡げる ことが不可能になる。
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カタローギング・コピーの抽出源である全国書誌には，おのおのの国に独自の
規則があり， 目録記述の形式がある。そのため，著作に使用された言語が同じ言語
であったとしても，西独，東独，オーストリア，スイスの各書誌から抽出した記入
では，同じドイツ語でありながら，句読点や目録形式の点で異なっている。さらに
これらには，AA Rulesと異なった規則が原因となって， FRではプリソターの
ェラーまでが印刷カード上に追加されるのである23¥
以上のような調査結果のほか， このリサーチ・タイトルに含まれた，ドイツ語，
フランス語のレコードを使って，外国語レコードを処理する場合に起こるエラーの
率も調査されている。
言語別，編集したレコード数要した時間数，時間当たりの編集数，エラーな
しのレコード数，エラーの総数， レコード当たりの平均ェラー数，バッチ当たりの
平均エラー数 •l バッチ20 レコードの詳1勝が 〔表 6 〕のである。
データー要素ごとに，エラーをまとめたのが 〔表 7〕である。
テストに加わった三人の編集者たちは，それぞれハイスクールやカレッヂでフ
ラ｀ノス語を股修しているが， ドイツ語については独学であった。結果は，英語の場
合のバッチあたり 1.6から3.0に対して， フランス語が12.6から17.5のエラー ， ドイ
ツ語で13.0から20.6のニラーと高い率が出たのである。
Production and error rates in the foreign-language editing test 
Total Total Av. no Number Av. no. Av. no. 
Editor Latnegsutead ge records editing edited Without Total errorr errors 
edited time per hr. errors errors per rec. /batch 
Editor no. 1 French 181 3. Sdays 6. 5 97 114 . 62 12. 6 
or 53% 
Editor no. 3 French 198 2. 5days 10. 4 90 
or 45% 
175 . 88 17. 5 
Ed1sor no. 3 French 199 3. 25days 7. 7 104 
or 52% 
142 • 71 14. 2 
Editor no. 1 German 185 4days 5. 8 75 185 1.0 20. 6 
or 40% 
Editor no. 2 German 199 2. 5fays 9. 9 111 130 . 65 13. 0 
or 56% 
Editor no. 3 German 200 4days 6. 2 104 146 . 73 14. 6 
or 52% 
Editing statistics-English-language records 
Editor no. 1 English 383 Estim. 56 3.0 
lOhpr. er 
Ed, tor no. 22 English 119 11. 3per 104 17 2. 9 
hr. or 87% 
Editor no. 32 English 139 7. 3per 130 1 1. 6 
hr. or 94% 
1 Editor no. 1-No firm figures available (Daily editing statistics also included proofing 
and catalog comparison). 
2 Editor no. 2-Figure taken from daily statistics averaged over a six month period. 
3 Editor no. 3-Figure taken from daily statistics averaged over a six month period. 
〔表6〕 REC〇N庄岡 Pro爬は； m叫即印比 P 邸
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Location and number of errors in foreign-language editing test 
Other 
Editor Lan- T Ind,- Subfield Sequence Deh- Lan- Fixed GAC diacritics, guage ag cator code number miter guage field punct., 
etc. 
*I *2 
Editor no. 1 French 14 19 16 3 14 3 18 3 24 
*23 *2 
Editor no. 2 French 7 60 2 1 15 17 ， 49 
*27 *6 
Editor no 3 French 20 8 43 13 21 8 16 
*12 *8 
Editor no. 1 German 10 16 37 1 25 19 45 21 
*22 *9 
Editor no. 2 German 1 1 38 14 23 19 
*7 *8 
Editor no. 3 German 16 16 24 18 1 34 21 
*Error associated with title field 
〔表7〕 邸CONPilot Project; Final Report. p. 26, 
かりに，外国語レコードを FormatRecognition で処理するときがきたとし
ても，やはり，編集者は， コソビューターが各要素を間違いなく識別したか否かを
確かめなければならないであろう。
編集者が，編集すべきレコードの言語に精通すること以外には方法がない24',
との当然の締めくくりに，わが身もつまされる思いがするのである。
70館の動向調査25)
さぎに触れた Bierman{な， 1974年 9月から1975年 1月にかけて詳細な調査を
行なっており，最近の動向をよく伝えているが， RECONTask Forceは，このほ
ぽ5年前に，各図書館のレコード変換計画について詳しく調査している。
この調査に協力した図書館は 〔表 8〕のごとく，大学図書館，公共図書館，そ
のほかをも含む，図書館界を代表すると称しても差し支えない各種の図書館70館で
ある。
レコードの変換について，各館を，変換プロジェクトに着手している，計画中
である，計画なし，の三区分に分けてみると，
変換プロジェクトに泊手
同計画中 (3年以内に）
41館〔レコードすぺてを変換する 12館
一部のレコードを変換する 29館
18館〔レコードすべてを変換する 10館
一部のレコードを変換する 8館
計画なし 11館
となる。“一部のレコードを変換する"との意味は， 単行書に限定する， 特定主題
の単行書に限定する，ある出版年以降に限定する，などの•ごとくに，ある範囲を設
けて，その範囲のレコードを変換するとの意味である。
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Libraries Represented in the Survey 
Information relating to the following libraries was obtained by 
local visits: 
Claremont Colleges 
Harvard University 
Los Angeles County Public Library 
Medical Library Center of New York 
Montgomery County (Maryland) Public Schools 
National Library of Medicine 
New York State Library 
State University of New York at Buffalo 
Tulsa City-County Library System 
Yale University 
Information relating to the following libraries was obtained by 
telephone: 
Albuquerque Processing Center 
Argoune National Laboratory 
Bell Telephone Laboratories 
California State Library 
Cleveland Public Library 
Columbia University 
Connecticut State Library 
Cornell University 
Dartmouth College 
Enoch Pratt Free Library 
Georgia Institute of Technology 
Illinois State Library 
Indiana University 
Johns Hopkins University 
Kansas State Libraries 
Massachusetts Institute of Technology 
Michigan State University 
Nassau Library System 
National Agricultural Library 
Nevada Center for Cooperative Library Services 
New York Public Library 
Ohio College Library Center 
Ohio State University 
Oklahoma State Library 
Oregon State Library 
Pennsylvania State University 
Providence Public Library 
Purdue University 
Redstone Scientific Information Center 
Rice University 
Santa Clara County Free Library 
Simon Fraser University 
Smithsonian Institution Libraries 
Stanford University 
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Toronto Central Public Library 
U.S. Air Force Cambridge Research Laboratories 
University of British Columbia 
University of California, Berkeley 
University of California at Los Angeles 
University of Chicago 
University of Colorado 
University of Connecticut 
University of Kansasu 
University of Massachusetts 
University of Michigan 
University of Missouri 
University of New Hampshire 
University of Pennsylvania 
University of Pittsburgh 
University of Rhode Island 
University of Toront 
University of Vermont 
University of Victoria 
University of Washington 
Upstate Medical Center Library, State University of New York 
Washington State Library 
Washington State University 
Washington University Medical Library 
Wisconsin Department of Public Instruction 
Yonkers (Nen York) Board of Education 
〔表 8〕 c onvers10n of Retrospective Catalog Records to Machine-Readable Form. 
pp. 123-124. 
利用目的
なにを利用目的として，このようなレコードの変換を行なうのか，各館の利用
目的を，その頻度順にまとめると次のごとくになる。
1) 冊子体目録 6) 受入図揖リスト
2) 目録カード 7) 貸出管理
3) 目録作成と受入処理 8) 忠誌
4) 俯報検索サービス 9) 逐刊システム
5) 総合目録
すでに経験実絞をもつ図書館側の利用目的が，逐刊システム，カタログカード
の作成，受入図書リスト，などに重点をおく傾向がみられるのに対して，未経験の
図書館側が，カクローギング，受入収書，情報検索に応用する機械化を期待してい
るとするところにかなりの違いがうかがわれる。
コスト
レコード変換のコストは， もちろん，経験実績をもつ図書館のみが対称になっ
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たわけであるが，返答が寄せられたのは10館にすぎない。 1レコードの変換コスト
は， 48セソトから 2 ドルの範囲であって，平均し~ l レコードあたり，ほぼ 1 ドル
との数値が出ている。レコード入力前の編集の査定がむずかしく，これがコストに
大きなバラッキをもたらした原因になった。
担当
変換プロジェクトの計画，設計などの担当は，
図書館人のみで担当 55-60% 
すべて外部に依存 5-10% 
外部との共同作業 ほぼ35%
であって，共同作業の場合には，図書館側は達成すべき目標を業者に説明し，業者
はそれに対する専門的技術や機器面を分担している。
館員のハードについての理解が比較的に薄いとの指摘もみられるが，これはわ
れわれも謙虚に受けとめなければならないところであろう。
管理
そして，経営管理面では，答えほともに人材不足に集中している。経験実績を
もつ図書館側からは，必要な専門的人材の不足と，図書館スタッフとデータ処理担
当者との間の協力とコミュニケーショ‘ノのむずかしさが提起されている。
同時に，資金不足がともに挙げられている。自館の計画でありながら，一部の
図四館では本来の保守性から， レコード変換活動に資金を投ずる努力が払われなか
ったむきもあったらしく，将来，変換を計画する図書館は，変換プロジェクトに着
手する前に，充分な資金の衷付けを確かにしておくべきであるとする忠告が付記さ
れている。
ネットワーク
経験実績をもつ図書館の半数が変換活動はネットワークと関係ありとし，未経
験図書館の 2/3もネットワーク加盟を考慮している。大学図書館研究図書館の範問
に属する図書館の 2/3が，少なくともこの変換活動に関するかぎりは，ネットワー
クにもイソクーライプラリー相互協力にも無関係で進めているというところに興味
がひかれる。
MARCテープの利用
MARCテープのサービスについては，
MARC Distribution Serviceを利用する 50館
同 利用しない 12館
未決定 8館
との集約である。（この調査時点での）将来の受給者は， MARCテープを各館の変
換プロジェクトにおいて，カタローギ‘ノグ・データーの抽出源として活用し，カタ
ログ ・レコードや冊子目録を作成することを目論んでいる。 MARCテープ頒布サ
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ービスを利用しないとする図書館側の理由には，蔵書数の少ない図書館にとっては，
あまりにも費用がかかりすぎると考えられること，独自にレコードの変換を進めた
ほうが経費が少なくてすむこと，サービスの範囲が限定されていること， LCの印
刷カードがより早く手に入ること，などを挙げている。
しかし， RECONレコードの利用については， 51館がそのレコードを使用する
と答え， 10館が利用しない， 4館が不明と解答している。
そして，利用すると答えた図書館のうち，数館は，そのレコードの提供がこの
2~3 年に開始されず遅れるようであれば利用しないとの意を伝え，そのほか大多
数が，そうした場合には，利用については疑問になってくるとの意向を伝えている。
全般的に，変換実施中の図書館，計画中の図書館にとっての予想される応用は，
ほとんど同じであったが， LCの旧蔵変換レコードの主な利用法として，
1) ネットワーク，または，情報検索システム用のデーター ・バソクを作る。
2) 再分類， 目録再整理に利用する。
3) 旧資料の目録作成に利用する。
4) 地域図書館への処理サービスを拡大する。
を挙げている。
この調査に協力した図書館に対する，このサービスが及ぽす今後の影響に関し
ては， 13館が自館の変換コストを軽減し変換スピードを速めるであろうとし， 9館
はその時を待っているわけにはいかない，または，すでに変換は終了しているので
影響はないとし， 10館が自館独自の変換計画を放棄あるいは中止して，このサービ
スが利用できるときを待つと解答している。また， 5館は，のサービスが自館のカ
タログ・レコード・フォーマットの標準化に大いに役立つとの評価を加えている。
さらに， 6館は，このようなサービスはそれぞれの変換計画を再編成へと導く
のではないか， LCデークーのマジソ・レコードが中央で手に入るのであれば，地
域図書館はこのサービスによって変換されないレコードの変換に集中するのではな
いか， との推測をも下している。そして， 18館は， LC印刷カードに手を加えたよ
うには機械判読レコードに手を加えず，利用したいと述べている。
変換の対称となる優先順位については， 年代順ではなく， 圧倒的に英語資料
（第一に単行宙または逐次刊行物）に力点がおかれていた。
以上の展望は，かぎられた，現に機械化計画を実施中の図書館，機械化を計画
中の図書館に焦点をあわせた調査であることを含んでおかなければならない。これ
から 5年ないし10年の間に，機械化へ乗り出す図書館が，機械判読フォーム旧蔵カ
タログ・レコードの供給サービスについて，また別の考えをもつことも充分にあり
うることであるからである。
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略語略称点描
MARCの出現とともに， 図書館機械化の研究・開発が急テソポで進められて
きたが，研究・開発に取り組む機関名やそれらが企画するプロジェクト，さらには．
システム，デークーベース，プログラムの呼称など，略語略称が茶飯事のごとくに
使われるようになってきた。
この傾向は「各館が名営をかけて努力を傾注してきた機械化ではあったが，開
発ならびにその維持に要するコストの重圧に耐えうる超大型の図書館ならでは経
済的に成り立たないとの結論に達し，図書館機械化の第一期は事実上終息に向かい
つつある。これまでが徒労に終わったのではない。これまでに得られた知識と体験
は必ずや生かされる時がくるとして，いま静かに個別の機械化から撤収し，かわっ
てネットワーク傘下における機械化へと移行， あるいはその時を待っている」＊と
される大勢から，ネットワークの結成，改編，システムの高レベル化大規模化， コ
ードの統一，国際的な規格化など，今後にかけて略語略称はますます普遍化し一般
化するかのように思われる。
また， 1976年の 5月，プラッセルで開催された ISO/TC46の第16回総会で，ア
メリカ，カナダとヨーロッパ主要国委員の間で大網において合意がみられた国際規
格としての UNIMARCの影孵も大きく響いてくることであろう。
この数年，略語略称になやまされ，やむなくその都度メモを取ってきた断片的，
非体系的な私的ファイルではあるが，そして， メモを記録にとどめながら出典不詳
となった略語もかなりにのぽるが，今後の進展に対応させる準備もあって， とりあ
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えずここで一度整理してみることにした。
*De Gennard, R., Library Automation: The Second Decade. (]OLA. v 8. no.1) 
AACR 
AAU 
ABA 
ABC 
ACCESS 
ACLO 
ADI 
ADL 
AFCRL 
AFIPS 
AFNOR 
AFR 
AGI 
AIM-TWX 
ALA 
ALPHA 
ALS 
ALSA 
ALTS 
AMIGOS 
略語略称 （メモ）
Anglo-American Cataloging Rules. 
Association of Atlantic Universities. 
American Booksellers Association. 
AMIGOS Bibliographic Council. 
アルカソサス，オクラホマ ， テキサスの学衛 • 公共図四館
60館のネットワークを収める。 OCLCを利用してシェアー
ドカクローギソグを意図している。
Automated Catalog of Computer Equipment and Soft-
ware Systems. USACCECの目録ンステム。
Assoociation of Cooperative Library Organizations. 
American Documentation Institute. Now: American 
Society for Information Science. 
Arthur D. Little, Inc. 
コソサルティソグ専業から‘ノフト部門へと進出。情報検索
を手掛ける。
Air Force Cambridge Research Laboratory. 
American Federation of Information Processing Socie-
ties, Inc. 
電符，情報処理関連分野において開催されるすべての会諮
のマスタ 日ー 程表を開発。
Association franc;aise de normalisation. 
フラ ノ｀スの規格協会。
Automatic Field Recognition. or, Automatic Format 
Recognition. 
未編集の入カデーターを MARCフォームに編集する手法。
FRとも 呼ばれる。
American Geological Institute. 
Abridged Index Medicus Teletypewriter Exchange. 
NLMがオソライソでテレクイプライタ ーを利用したパ イ
ロットプロジェクト。 1970年にスクー トし， 1972年末に
は MEDLINEとなる。
American Library Association. 
Automatic Literature, Processing, Handling and Analysis. 
Redstone Scientific Information Centerの発注システム。
Automated Library Systems, Ltd. 
Area Library Service Authority. 
Los Angeles Public Library Automated Library Techni-
cal Services. 
COMに よる各種 レポー トの作成に成功。 初年目に 8万2
千 ドルを節約した由である，
AMIGOS Bibliographic Network in the Southwest. 
テキサス，サウスウェスト 地域 6ケ州78館で構成されるネ
ット ワー ク。 160のター ミナルにまで拡張する計画あ り。
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AMCOS 
ANSI 
ANYLTS 
APA 
APIF 
ARAC 
ARL 
ARPANET 
ARIST 
ASCII 
ASIDIC 
ASIS 
ATS 
Australian MARC 
AWLNET 
BAL 
BALANCE 
BALLOTS 
BARC 
BCL 
BCR 
MARC計画の推移(5)
Aldermaston Mechanized Cataloging and Ordering 
System. 
1967年に計画がスクートした MARCを基盤とする発注目
録ツステム。
American National Standard Institute. 
米国規格協会。 下部機描の Z39委員会が図書館，機械化，
およびドキュメソティショ｀ノ等に関する規格を担当する。
Association of New York Libraries for Technical Servi-
ces. 
250万ドルが投入されたとされるが， 狩金枯渇とともにそ
の後の発表がない。中断か ？
American Psychological Association. 
Autamated Process Information File Project. 
LCにおけるオソライ‘ノカタローギング計画。
Aerospace Research Applications Center at Idiana 
University. 
Association of Research Libraries. 
Advanced Research Projects Agency NetworK. 
システム開発の当初に国防省の支援を受けており ，40館以
上の大学図書館研究図由館が加わっている。これから商業
ペースの TELENET へと発展する。
Annual Review of Information Science and Technology. 
American Standard Code for Information Interchange. 
Association of Scientific Information Dissemination 
Centers. 
現在 SDIサービスを行なっている 30の俯報セ｀ノクーから
なる。
American Society for Information Science. 
IBM's Administrative Terminal System. 
1975年に第 2版が刊行された。
Area Wide Library Network. 
カリフォルニア州。新設の地域ネットワーク。
Basic Assembler Language. 
Bay Area Libraries Associated Network for Coopera-
tive Exchange. 
Bibliographic Automation of Large Library Opera-
tions on a Timeshring System. 
セソクーはスクソフォード大学図書館。 1972年11月から収
害目録にオソラインで稼動。カリフォルニア全州図書館機
械化ネットワ ークを目論む。デーク ーベースは60万レコ ー
ド， その 1/3は MARCテーブからのもの。週あたり 3
千~ 4 千のペースで増加中。 1967年~74年間で約 300万ド
ルが投入されたとされる。
Bay Area Reference Center. 
公共図書館に対するレファレンスサービスのネットワー
ク。
Books for College Libraries. 
マサチュ ーセッツ州。図書の共同収集と目 録作成 を進め
る。
Bibliographical Center for Research. 
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BCS 
BELLREL 
BIBCON 
BIBLIOS 
BIBLIST 
BIBNET 
BIOSIS 
BIS 
BLOC 
BOSS 
BRI 
BSI 
BTAM 
BTI 
CAB 
CAC 
CAIN 
CAL 
CALBPC 
CAML 
CAN/MARC 
デソバー地域でのオソライン検索サービスを実施。ュタ，
サ ウスダコタ ， ワィオミソグにまで拡大する計画をねる。
Boeing Computer Services. 
WLNの技衛面を担当するソフト専門企業。
Bell Laboratories Realtime Loan Systm. 
著名なオンライン貸出ツステム。
Bibliographic records Contorol. 
!LRによる共同開発。 UCおよび CSLの用途に合せたツ
ステム。
Book Inventory Building Library Information Oriented 
System. 
Orange County Public Library が開発。 ソフト企業の
Inovar社がこのプログラムの賑売サービスを行なう。
Bibliographic Records Listing. 
BIBCONのプログラムのひとつ。
BIBiiographic Network 
IDC社の手になる商業ベースのオ‘ノライソサービス、ンステ
ム。著名なひとつに挙げられる。
BioSciences Information Service. 
Z 39のメンバー
Orange County Public Library's Bibliographic Informa・
tion Sheet. 
Booth Library On-Line Circulatian System. 
蔵害40万冊を対称とする勝れたオ ‘ノライソリアルクイムの
貸出・ンステム。
Book Order and Selection System. 
マサチューセッツ大学図書館の収書•ンステム。 1970年 8 月
から， 目録カ ー ドやラベルもこのシステムから作り出す。
BioResaarch Index. 
1969年 1月以来 BiologicalAbstracts の磁気テープ化が
進められ， これが BA-Previewsと呼ばれるが， このテ ー
プから毎月 BRIテープが作成される。
British Standards Institution. 
英国の規格担当機関。
Basic Teleprocessing Access Method. 
Boston Theological Institute. 
Citizen's Advice Bureaux. 
Chem!cal Abstracts Condensates. 
Lockheed社に よって1974年 5月からオンライソ化された。
Cataloging and !Ndexing System. 
1964年に NALが農業書誌索引作成を目差して研究グル ー
プを結成 し， 1970年 1月に稼動。
Central Association of Libraries. 
カ リフォルニ ア州。地域の図書館協会。
Colorado Academic・Libraries Book Processing Center. 
汽料の共同収集， 目録作成を目的と した機械化であったが，
中止の由。
Computer Accessed Microfiche Library. 
Canadian MARC 
LC, UK, MONOCLE, Italian MARCの比較研究が基。
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CANMARC-S 
CANUC 
CAPTAIN 
CARDS 
CARDSET 
CAS 
CATALIST 
CCLC 
CCLN 
CCRC 
CCTU 
CDC 
CEC 
CERN 
CFSTI 
CHASM 
CHEMCON 
CIB 
CUE 
CIN 
CIP 
CLAN 
CLASS 
CLENE 
CLR 
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Canadian MARC Serials. 
CANadian Union Catalogue system. 
Computer Aided Processing and Terminal Access Info-
rmation Network. 
Card Automated Reproduction and Distribution Service. 
1968年の LC機械化ブロジェクトで活躍した最初のカード
作成ツステム。
Information Design Inc.'s CARDSET system. 
IDI社の完全な MARCベースのシステム。
Chemical Abstracts Service. 
James Cook University of North Queensland Library's 
system. 
Cooperative College Library Center. 
アトラソク地域のカレッジ 5校の情報処理セソクー。
Council for Computerized Library Networks. 
メソバーは， CCLC, FLC, FAUL, IUC, NELINET, 
OCLC, P ALINET, PRLC, SOLINET, SUNY. 
ALA's Catalog Code Revision Committee. 
Committee of Corporate Telephone Users. 
テレ コミュニケーツョソ時代 ともなれば， 料金問題がクロ
ーズアップされる。ちなみに，一例では使用料時間29ドル
とか。
Control Data Corporation. 
ハード， ソフトを担当。
Commission of the European Community. 
European Organization for Nuclear Research. 
Clearinghouse for Federal Scientific and Technical 
Information. 
1970年 1月以来NTISで知られるレポートを機械処理で刊
行。
Chicago Access Support Module. 
シカゴ大学図書館のデーク ーマネジメソトシステムの一部
SDC's CAC data base is called CHEMCON. 
International Council for Building Research, Studies 
and Documentation. 
Current Index to Journals in Education. 
RIEとと もに教育部門での著 名 なデーク ーベ スー。 ERIC
が担当。
Cooperative Information Network. 
スク ソフォ ー ド大学中央図書館を本拠とする。
Cataloging in Publication data. 
新刊米書にかぎらず英書独害にも これがみられるようにな
った。
California Libray Automation Network. 
スク ソフォー ド大学が BALLOTSファイルの利用を他館
に提供。
California Library Authority for Systems and Services. 
全州規模のネ ッ トワークに拡大しつつある。
Continuing Library Educational Network and Exchange. 
Council on Library Resources, Inc. 
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CLR/NEH 
CLSI 
CMARC 
CNLA 
CoBiCIL 
COBOL 
COIN 
COM 
COMARC 
COMPENDEX 
CONSER 
CONTU 
CORAL 
COSATI 
CRIS 
CRT 
CRUSK 
csc 
CSL 
csuc 
DATRIX 
DAULIST 
DBPH 
DJF 
DIALOG 
DIME 
Council on Library Resources & National Endowment 
for the Humanities. 
Computer Library Services, Inc. 
IBM, SDSとともに知られる。
Carleton MARC. 
Carleton大学の MARC。
Council of National Library Association. 
ANSIの 239事務局をも務める。
Cooperative Bibliographic Center for Indiana Libraries. 
Common Business Oriented Language. 
Central Ohio Interlibrary Network. 
Computer Output Microfilm, or Microfiche. 
カー ド目 録，冊子目 録にとってかわる可能性を秘める媒体。
Cooperative MARC. 
RECONプロジェク トが資金と場所との制約から中止とな
ったが， RECON レコードの変換活動はこの COMARC
が進める。まだパイロットプロジェクトの段階である。
COMputerized ENgineering InDEX. 
1969年 1月から利用可能となる。 3,500誌を対象とする。
CONversion of SERials, or CONsolidation of SERials. 
主要10館 の 共同作業でスク ート 。 LC·MARC-S で 20~30
万点を変換入力し，デークーベースを作る計画。
National Commission on New Technological Uses of 
Copyrighted Works. 
Council of Research & Academic Libraries. 
Committee on Scientific and Technical Information. 
Community Resource Information Sharing System. 
Cathode Ray Tube. 
オハイオ州立大学図困館が大規模館としてはじめてこの C
RTクーミナルを一般利用に供したとされる。
Center for Research on the Utilization of Scientific 
Knowledge. 
Computer Science Corporation. 
1968年に MEDLARSー I に参画。
California State Library. 
BIBCONで活躍。
California State University and Colleges. 
19のキャソパスをネッ トとする システム。
Direct Access to Reference Information. 
Census Bureau's Data Access and Use Laboratory. 
国勢調査用の ブログラム。
Library of Congress's Division for the Blind and Physi-
cally Handicapped. 
ERIC's Descriptor Justification and Data Input Form. 
Lockheed's system. 
Lockheed社の梢報検索ンステ ム。 SDC社の ORBITと
ともに著名。デー ターベ ースは300万件におよぶと される。
Dual Independent Map Encoding. 
New Haven, Los Angeles で国勢調査に使われるテク ニ
ック。
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DNA 
EBCDIC 
EBU 
ECE 
EDRS 
ELMS 
ERIC 
ETC 
EUDISED 
EURATOM 
EURONET 
EUSIDIC 
FACTS 
FASTER 
FAU 
FAUL 
FEDNET 
FID 
FIEJ 
FLC 
FLECC 
GAF 
GEO-REF 
GRA 
GRACE 
HCL 
MARC計画の推移(5)
Deutscher Normenausschuss. 
ドイツの規格担当機関。
Extended Binary Coded Decimal Interchange Code. 
European Broadcasting Union. 
United Nations Economic Commission for Europe. 
ERIC Document Reproduction Service. 
Experimental Library Management System. 
IBMの図害館で1965年に稼動。 オソラ インによる入力お
よび検索を可能とする。カ ー ド目 録， 冊子目録にと ってか
わるツステムと しての始祖に挙げ られている。
Educational Resource Information Center. 
European Translations Center. 
European Documentation and Information System in 
Education 
European Atomic Energy Community. 
EEC on-line information network. 
INSPECのファ イルを含め，主要な科学技衛データーベ ー
スをオ ソライ ンでアクセスしようとするプロジェク トを企
画。
European Association of Scientific Information D1sse-
mination Centers. 
Facsimile Transmission System. 
1967年 1月から1968年 3月までの期間，15館が参加 した実
験だったが不成功。
Filing and Source Data Entry Techniques for Easier 
Retrieval. 
警察のシステムとして紹介 されていたが，1970年 1月にオ
ソ ライ ソ・ カクローギソグ ・•ンステムヘと転用された。
Florida Atlantic University. 
・1960年代央ばに書冊目 録作成プロジェクトを企画したが，
1967年に放棄。
Five Associated University Libraies. 
ニューヨー ク州北部， コーネル， ニュー ヨ クー ， ・ンラカス，
ロッチェスターの各大学。
Federal Library Network. 
International Federation for Documentation. 
International Federation of Newspaper Publishers. 
Federal Library Committee. 
連邦 図書館の資金 • 企画をつか さどる。
Federal Library Experiment in Cataloging 
Geographic Authority File. 
ミネソ ク大学図書館の件名典拠ファイルのひとつ。
GEOiogicai REference File. 
AGIのデー クーベース。年 4-5万の事項を入力。
National Technical Information Service's Government 
Reports Announcements. 
政府刊行物の主要な索引のひとつに数え られる。
Graphic Arts Composing Equipment. 
Hennepin County Library. 
ILRのソ フ トを，次いで NYPLの ソフト を無料で提供さ
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HECC 
HELP 
HEW 
HSCCIRC 
I-LITE 
IAEA 
IAEA 
IATUL 
IBM 
ICA 
ICIREPAT 
ICOGRADA 
ICSSD 
!CSU 
!CSU/AB 
me 
IDI 
IFIP 
!FLA 
ILLINET 
ILR 
InCoLSA 
INDIRS 
INIS 
Inovar. 
INQIRE 
INSPEC 
れて機械化を進めている。このソフトの利用方法はこれか
らの雛型と して目される。
Higher Education Coordinating Council of Metropolitan 
St. Louis. 
Heckman Electronic Library Program. 
製本処理， 製本手続きの•ンステム。
Department of Health, Education and Welfare. 
Health Sciences Library Circulation System. 
Iowa Library Information Teletype Exchange. 
International Atomic Energy Agency. 
International Atomic Energy Association. 
International Association of Technical University Lib・
raries. 
International Business Machines Corporation. 
Z39のメソバーとして ANSIに参画。
International Council of Archives. 
Paris Union Committees for International Cooperation 
in Information Retrieval Amang Patent Offices. 
特許や発明に関する検索確認に必要な技術梢報の菩釈検索
について，国際協力を推進するのに不可欠な規格を担当す
る。
International Council of Graphic Design Associations. 
International Commission for Social Sciences Documenta・
tion. 
International Council of Scientific Unions. 
International Council of Scientific Unions. Abstracting 
Board. 
Information Dynamics Corporation. 
1973年後半から BIBNETサービスを開始する。
Information Design Incorporated. 
MARCベース・ンステムの CARDSETサービスを実施。
International Federation of Information Processing 
Societies. 
International Federation of Library Association. 
Illinois Library and Information Network. 
Institute of Library Research. 
カリフォル ニア大学の研究機関。 AFRの基礎研究を行な
った。
Indiana Cooperative Library Services Authority. 
傘下の図街館数は約100館。
Indiana Information Retrieval System. 
全州規模の情報検索システム。
International Nuclear Information System. 
規格， フォー マット ，オーソリ ティリ ストなど Reference
Seriesを刊行。
最近設立された ソフト 専門企業。図書館業務を専業とする。
Infodata社の梢報検索システ ム。
INformation Service in Physics, E!ectrotechnology and 
Control. 
Institute of Electrical Engineersの情報検索サ ービス。
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INTREX 
IPL 
IRCD 
IRLC 
IRRL 
IRRN 
ISAD 
ISBD 
ISBD(M) 
TSBD(S) 
ISBN 
ISC 
ISDS 
ISI 
ISO 
ISSN 
ITN 
IUC 
MARC計画の推移(5)
Information Transfer Experiments. 
実験としての MIT情報検索システム。しかし，中止。
Information Processing Language. 
Information Retrieval Center on the Disadvantaged. 
ERICネットワークで最初の Clearinghouseとなる。
Illinois Regional Library Council. 
公共，学衛，学校，専門の各図書館184館からなる。
Information Retrieval Research Laboratory. 
イリノイ大学。各種統計を作成。
Illinois Research and Reference Center Libraries. 
Information Science and Automation Division. 
ALAの下部機梢。
International Standard Bibliographic Description. 
International Standard Bibliographic Description for 
Monographs. 
International Standard Bibliographic Description for 
Serials. 
International Standard Book Number. 
"ISO 2108—1972" が ISBN の国際規格登録番号。
International Standards Council. 
ANSIの下部機構。国際規格に関する政策，管理を主務と
する。
International Serials Data System. 
日本を含め22か国で構成されるネットワーク。
Institute for Scientific Information. 
Lockheedと提携し !SI/LISサー ビスを行なう。世界最大
規模の科学文献ファイルを保有。
International Organization for Standardization. 
TC46がドキュメソティショ｀ノ，図書館関係の規格を担当
する。
International Standard Serial Number. 
Indiana Teletype Network. 
公共， 大学図書館 189館が参加するテレクイプを利用した
相互貸借ネットワーク。
Inter-University Council of the North Texas Area. 
OCLCを利用。参加大学14校。
IUPAC International Union of Pure and Applied Chemistry. 
Kellogg Foundation. W. K. Kelloggの基金。図書館インフ ォメー ジョン ・ネ ッ
トワ ーク計画に， これまでこの基金から425万 ドルが提供
KLIC 
KWIC 
KWOC 
LAB 
LACOIN 
LARC 
LC 
LCIB 
LCOMM 
されている。
Key-Letter。In-Context.
Key-Word。In-Context.
Key-Word-Out-of-Context. 
Local Authority Bureaux. 
Lowell Area Council On Interlibrary Networks. 
Association for Library Automation Research Communi-
cations. 
Library of Congress. 
Library of Congress Information Bulletin. 
Library .Council of Metropolitan Milwaukee, Inc. 
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LCS 
LCS 
LCULS 
LEADER 
LEEP 
LENDS 
LFP 
LIPCO 
LIS 
LISTS 
LNR 
LOCNET 
LOIS 
LOLITA 
LSCA 
LUMP 
MABI 
MALCAP 
MALIMET 
MARBI 
MARC 
MARCIVE 
MARC-S 
MCL 
MCRS 
MDO 
Large Core Storage. 
Ohio State University Library Circulation System. 
本館および23の分館が蔵する250万冊のオソライソ・リアル
クイム伐出システム。著名なひとつに挙げられている。
Joint Committee on the Union List of Serials. 
Lehigh大学の手になる情報検索システム。
Library Education Experimental Project. 
Library Extended Catalog Access and New Delivery. 
COMサービス。 GeorgiaInstitute of Technologyの
Price Gilbert Memorial Libraryが推進する。
Durham University Library's Library File Processing 
System. 
1万冊以下の小規模目録作成ジステム。
Leasco Information Products Company. 
Lokheed Information Systems. 
ISIを参照。
Library Information System Time-Sharing. 
SDCが開発。発注収書，カクログカードの作成，代出管理
等々に利用できる。
Louisiana Numerical Register. 
ルイジアナ図古館協会が刊行する， 21館 110万冊収録のマ
イクロフィッツュ総合目録。といっても書誌デークーの収
録はなく， LC カー ドナンバーと所蔵箇所のみのリストで
ある由。
Libraries of Orange County Network. 
40館が参加。
Library Order Information System. 
Library On-Line Information and Text Acces. 
オレゴ‘ノ州立大学のオ ンライン、ンステム。
Library Services and Construction Act. 
Library Union Monthly Production. 
Maschinelles Austauschformat ftir Bibliotheken. 
Maryland Academic Library Center for Automated 
Processing. 
MAster Llst of MEdical Indexing Terms. 
Committee on Representation in Machine Readable Form 
of Bibliographic Information. 
ALAの下部機構。 MARC 内容の追加改廃について審議
する。
Machine Readable Cataloging. 
MARC IV. 
Trinity Universityの、ンステムで・MARCI ょり一段進
んでいると して命名したとか。
MARC Serials. 
Michigan Library Consortium. 
参加ほ52館。 OCLCにアクセ スするこ とになろう。
Micrographic Catalog Retrieval Systems. 
IDC社の ツステム。 CIPデー クーをマイクロフ ィッ ツュ
化する。
MARC Development Office. 
- 38 -
MECCA 
MEDLARS 
MEDLINE 
MeSH 
METRO 
MICR 
MIDLNET 
MILINET 
MILO 
MINITEX 
MOLO 
MONOCLE 
MUCIA 
MULS 
MVCC 
NACS 
NAL 
NASIC 
NASA 
NBN 
NBS 
NCC 
NCES 
MARC計画の推移(5)
Mechanized Card Catalog. 
1963年来のジステム。ボ ーイソグの専門図書館が BCSと
ともに機械化への経験知識を甜んだ。
MEDical Literature Analysis and Retrieval System. 
1960年初頭 NLMが GE社 と提携 し MEDLARSー Iを
開発。 1971年秋 NLM は SDC社と提携し MEDLARS
ー I へと発展させる。
MED!ars-on-LINE. 
SDC 社の ORBIT システムを基礎とした AIM—TWX が
1972年末に MEDLINE となった。米国では医学図困館
200館がこのサービスを受けている。
Medical Subject Headings. 
New York Metropolitan Reference and Research Lib・
rary Agency. 
レファレ ノ｀スと研究活動に狩する ことを目 的に設立さる。
メソバー館は63館。
Magnetic Ink Character Recognition. 
Midwestern Regional Library Network. 
1975年4月結成の新ネットワーク。 大学図書館州立図書館
を傘下に加える計画。
see MIDLNET. 
Miami Valley Library Organization. 
Minnesota Interlibrary Telecommunications Exchange. 
雑誌総合 目録， レファレ‘ノスサ ービス， 検索などに活動。
Mideastern Ohio Library Organization. 
Projet de Mise en Ordinateur d'une Notice Catalog-
raphique de Livre. 
フラソスの MARC。
Midwest Universities Consortium for International Acti-
vities. 
Minnesota Union List of Serials. 
CONSER のデーク ーベースを作成するにあたって， LC 
のファイルとともに典拠 とする既存のファ イルのひとつに
挙げられた。
Moraine Valley Community College. 
イリ ノイ州所在。雑誌処理システムを手掛ける。
National Association of College Stores. 
National Agricultural Library. 
New England Board of Higher Education's Northeast 
Academic Science Information Center. 
情報検索， レファレンスサ ービスの実験プロジェクトを推
進。
National Aeronautics and Space Administration. 
National Bibliographic Network. 
成るかならぬか，大きな話題を呼びそうな構想の段階。
National Bureau of Standards. 
米国商務省の下部機構。俯報処理に関る規格 もこ こが担当
する。 Z39のメンバ 。ー
National Computer Conferences. 
National Center for Educational Statistics. 
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NCLIS 
NELINET 
NEMIS 
NERAC 
NFAIS 
NIE 
NLC 
NLM 
NMA 
NNI 
NOLA 
NORWELD 
NSDP 
NSF 
NSL 
NST 
NTIS 
NUC 
NYPL 
NYSILL 
OBM 
National Commission on Libraries and Information 
Science. 
ISADから引き継ぎ高レペルのネットワークに必要な規格
に取り 組む。
New England Library Information Network. 
歴史は OCLCより古い。 Inforonicsがオソ ライソ ・ネッ
トワ ーク ・サービスを開始。学衛図書館を中心に65館が参
加。
Network Management Information System. 
South Central Regional Medical Library Program の
主要なシステム。
New England Research Application Center. 
コネクチカット大学。 ERICファイルを利用し SDIサービ
スを進める。
National Federation of Abstracting and Indexing Servi-
ces. 
239のメ ノ｀バー。
National Institute of Education. 
ERICシステムを稼動させている。
National Library of Canada. 
National Library of Medicine. 
MEDLARS, MEDLINEは有名。
National Micrographics Association. 
Stichting Nederlands Normalisatie-institute. 
オラソダの規格担当機関。
Northeastern Ohio Library Association Reference & 
Informtion Services. 
Northwestern Library District. 
National Serials Data Program. 
ISDSの米国セソク ー。
National Science Foundation. 
National Science Library. 
カナダ。 1969年以来 SDIサービスを実施。
New Serial Titles. 
National Technical Information Service. 
システムは BASIS—70 (Battelle社）。 USGRDRを刊行。
National Union Catalog. 
複雑化する MARCに相対し，一方では，簡略化した NUC
フォーマットの研究が進められている。この NUCフォー
マッ トは単に NUCのみならず，各図忠館にとっても実践
に大いに期待されるフォ ーマットである。
New York Public Library. 
機械化の研究 • 開発のために 400万ドルを投入している 由
である。
NYPLの ResearchLibrariesが作成した目録に，LCM
ARC テーブから副出を加えた 12部門の Bibliographic
Guideが電鍔処理によって G.K.Hall社から刊行（年刊）
されている。
New York State Interlibrary Loan Network. 
On-Line Bibliographic Monitor. 
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OCLC 
OCR 
OECD 
OFR 
OIML 
ONULP 
ORBIT 
OST! 
osu 
OTIS 
OTIS 
OVAL 
PACFORMET 
PALINET 
PEACESAT 
PET 
PIC 
PLAN 
PLEA 
PNBC 
PRLC 
PSN 
RAL 
RASD 
RECON 
MARC計画の推移(5)
Ohio College Library Center. 
ネットワーク 、ンステム，データーベースともに最大規模
のひとつに数えられる。 240館が参加。データーベースは
250万レコードを越え，その 1/4が MARCテープからで，
週あたり 15,000レコードのペースで増加中。 MARCテー
プをもとに印刷カードを800館に提供している。
Optical Character Recognition. 
Organization for Economic Cooperation and Develop-
ment. 
Original cataloging Format Recognition. 
AFRテク ニック。
International Organization of Legel Metrology. 
Ontario New Universities Library Project. 
SDC 社の著名な情報検索 •ンステム。 NLM と提携し AIM—
TWXから MEDLINEへと発展する。
Office for Scientific and Technical Information. 
1967年 UKMARCの実験計画に財政援助。
Ohio State University. 
OCLCの主力館。
Oklahoma Teletype Interlibrary System. 
Oregon Total Information System. 
オンライソで州内に77の端末機を備える。
Ohio Valley Area Libraries. 
Pacific Coast Forest Research Information Network. 
アラスカ，ワシソトソ オレゴソ， カリフォルニ ア， ハワ
イの林業専門家に対し技衛情報を提供している。
Pennsylvania Area Library Network. 
OCLCをはじめ，その他の共同計画と提携して50館ヘサー
スビを行なう。
Pan Pacific Education and Communication Experiments 
by Satellite. 
通信衛星を利用 しての実館計画。
Panel on Education Terminology. 
1966年に結成。 ERICのツソー ラス作りに助力。
Public Information Center. 
Public Library Automation Network. 
カリフォル ニア州の公共図書館 7館を BALLOTと結ぶ。
PL/I Extraction Analysis. 
Pacific Northwest Bibliographic Center. 
Pittsburgh Regional Library Center. 
1967年に設置。
Periodical Sequence Number. 
SCOPEの磁気テ ープファイルに収められた雑誌レコード
のナソバ ー。
Register of Additional Locations. 
Reference and Adult Services Division. 
ALAの下部機構。
Retrospective Conversition. 
このプロジェク トを達成す るには 1,000万 ドルは要するで
あろう ， との資金面か ら中止 となり ，RECONレコードの
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RIE 
RLG 
RTSD 
RTSD/CCS 
SABA 
SADPO 
SAF 
SALINET 
SAN 
SBN 
SCAN 
sec 
SCIP 
SCISA 
SCISEARCH 
SCOPE 
SCOPE 
SCRIS 
SCRLC 
SDC 
SDI 
作成はCOMARCパイロットプロジェクトに引き継がれた。
Research in Education. 
CIJEとともに著名な教育分野のデーターベース。
Research Library Group. 
ハーバート ニール ソコロ ヒアの各大学図書館とニュ ー
ヨーク公共図書館の連合体。まだ電算化ネットワークに踏
み出していないが， 4館ともに電算ジステムに関しては実
絞と歴史がある。
Resources and Technical Services Division. 
ALAの下部機構。
Resources and Technical Services Division, Cataloging 
and Classification Section. 
ALAの下部機構。
South African Bureau of Standards. 
南アフ リカの規格担当機関。
New York Public Library's Systems and Data Pro・
cessing Office. 
研究図書館や分館に対し書冊目 録を作成提供してきたが，
NYPL以外の図書館からのオ ンライソによるアクセスも
可能となる。ニュ ーヨーク 州立図書館も参加。
Subject Authority File. 
Satellite Library Information Network. 
1975年 NASAが打ち上げた通信衛星を利用してロッキ ー
地区12の州が実験に参加。
American National Standard Account Number. 
ANSI/Z39/SC30で規格化を進めている， 書店， 図書館，
学校およびそのジステムなどの識別ナソバー。
Standard Book Numbers. 
ISBNへと発展。
Southern California Answering Network. 
Standards Council of Canada. 
カナダの規格担当機関。
Stanford Center for Information Processing. 
Standard Code Identification for Serial Articles. 
ISI/LIS service is called SCISEARCH. 
Systematic Computerized Processing. 
オソク リオ州の GuelphUniverssityのシステム。
Systematic Control of PEriodicals. 
1968年に Groton の MedicalResearch Laboratories 
で稼動。
Southern California Regional Information Study. 
国勢調査を対称とする。
South Central Research Library Council. 
System Development Corporation. 
IDC社 と提携。 BIBNETのほか， 自社の LIBCONで検
索サー ビスを進める。 NLM と協力 し MEDLARS—II を
開発 した意義は大きい。
Selective Dissemination of Information. 
LCから プルー フスリップが早く 配布されるため，SDIが
用をなさないとの意見もみられる。
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SEALLING 
SELDOM 
SERD 
SHAL 
SHARP 
SHE 
SICOLDIC 
SIS 
SIU 
SLICE 
SMART 
SMSAs 
SOLINET 
SOLO 
SPIRAL 
SPIRES 
SPSS 
SSIE 
STAIRS 
STI 
STINFO 
STRN 
SUNY 
SUNYAB 
MARC計画の推移(51
Southeast Louisiana Library Network Cooperative. 
Selective Dissemination of MARC 
人文社会科学分野にも SDIサービスをもたらすことにな
った。
Social, Educational Research & Development, Inc. 
Rand Corporation Library's Subject Heading Authority 
List. 
Ships Analysis and Retrieval Project. 
1960年初頭のプロジェクト。カードカタログ電算化ツステ
ムの始祖のひとつに数えられる。
Subject Headings for Engineering. 
Sistema Colombiano de Informacion Cientifica y Technica. 
コロソビアの科学技術梢報ネットワーク。
Sveriges Standardiseringskommission. 
スウェーデソの規格担当機関。
Southern Illinois University. 
1960年 12月に貸出•ンステムの研究に乗り出す。
Southwestern Library Interstate Cooperative Endeavor. 
サウスウェスクソ図書館協会のプロジェクト。一部地区で
AMIGOS ネットワークと重なる。テレコミュニケーツョ
ン5か年計画を進めている。
System to Manage Reserve Texts. 
1973年以来稼動する。 EasternIllinois Universityが開発
したバッチ処理ンステム。
Standard Metropolitan Statistical Areas. 
Southeastern Library Network. 
最大規模のひとつに数えられるネットワーク。東南部10州
の112館が参加。アトラソタのセソターが完成するまで O
CLCの設備を使用してツェアード・カクローギ‘ノグ ・サ
ービスを進める。
Southeastern Ohio Library Organization. 
Sandia's Program for Information Retrieval and Listing. 
Stanford Physics Information Retrieval System or, 
Stanford Public Information Retrieval System. 
BALLOTSの主要な検索システム。
IBM's Statistical Packge for the Social Sciences. 
Smithsonian Science Information Exchange in Washing-
ton, D. C. 
Storage and Information Retrieval System. 
IBMの情報検索ツステム。
Canada's Scientific and Technical Information commu-
nity. 
1969年 4月以来メソバ ーは NSLから SDI の提供を受け
ている。
Scientific and Technical Information. 
Standard Technical Report Number. 
State University of New York. 
72館が参加。学衛図書館を主体とするツス テム。 OCLCと
提携しているが．独立サービスを目指す。
State University of New York at Buffalo. 
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SUPERMARC 
SWLA 
SWORL 
TALON 
TC46 
TESA-I 
TESLA 
TEST 
TIE 
TLC 
TRIPS 
TWXIL 
UBC 
UC 
UCSD 
ucucs 
UIEO 
UKASE 
ULAP 
ULIS 
UNCTAD 
UNIMARC 
UNESCO 
UNSCC 
USACSSEC 
USGRDR 
see UNIMARC. 
Southwestern Library Association. 
Southwestern Ohio Rural Libraries. 
Texas, Arkansas, Louisiana, Oklahoma, and New Mexico. 
1965年の MedicalLibrary Assistance Actにもとづく
12の地域計画のうちのひとつである。
Technical Commttee 46. 
ISOの下部機構。図也館およびドキュメンティジョソに関
する規格を担当する。
Technical Services Automation-Phase I. 
Saskatchewan大学図書館の収書目録ツ7-テム。
Committee on Technical Standards for Library Automa-
tion. 
!SADの下部機構。図田館機械化に関す る規格について情
報の仲介を行なう。
Thesaurus of Engineering and Scientific Terms. 
Total Interlibrary Exchange. 
Tri-county Library Council. 
TALON Reporting and Information Processing System. 
NEMISの主要な一部。
TWX Interlibrary Loan Network. 
Universal Bibliogrhic Control. 
University of California. 
BALLOTS と協力。 スクソフォードとデークーベー
スの相互分担を進めている。
University of California at San Diego. 
University of California Union Catalog Supplement pro-
ject. 
Union of International Engineering Organizations. 
University of Kansas Automated Serials. 
University of California University-wide Library Auto-
mation Program. 
9キャソバスの図柑館が加わったネットワーク活動。
University Library Information Systems. 
イリノイ大学。ファイリソグに特徴がある。
United Nations Conference on Trade and Development. 
Super MARCとも呼ばれる。 1976年プラッセルで開催され
た ISO・TC46の会談で， 米加がヨーロッパ主要国と大網
において合意に達した国際的な MARC。USMARC より
は複雑となる由である。
United Nations Educational, Scientific and Cu!tura~ 
Organization. 
United Nation Standards Coordination Committee. 
1926年に設立され第二次大戦までの期間に活躍した Inter-
national Federation of National Standardizing Associa-
tionのあとを継ぐ。 ISOへと発展。
United States Army Computer Systems Support and 
Evaluation Command. 
U. S. Government Research and Development Reports. 
CFSTIから刊行される政府レボートアナ ウソスメント。
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USOE 
UT-Dallas 
UTL 
UTLAS 
UWASIS 
VALNET 
WAIS 
WATS 
WICHE 
WILS 
WIPO 
WLN 
WMO 
WORLDS 
WSL 
WUSM 
XDS 
YSS 
Z39 
MARC計画の推移(5)
U.S. Office of Education. 
ERICを手掛け， これを NIEに引き継ぐ。
University of Texas at Dallas. 
1973年に IUCの後援で OCLCのネットワークに加わる。
デークーベースの維持は Abel社が担当。
University of Toronto Library. 
1976年6月30日をもって閲覧カード目録を閉鎖し，UTLAS
によって 7月1日以降マイクロフィッシュに切り換えた。
マイクロフ ィッジュは 4週ごとにキュムレイトされる。蔵
害の約120万冊のメイソファイルも COMでロールフ ィル
ム化されている由であり ，他館のレコード変換についても
有料で応じているとされる。 1レコードあたり 1.5ドル。
University of Toront Library Automation System. 
United Way of America Services Identification System. 
Veterans Administration Library Network. 
Wechsler Adult Intelligence Sale. 
Wide Area Telephone Service. 
Western Interstate Commission of Higher Education. 
17州を抱括する WesternRegional Library Networkの
設立を計画。
Wisconsin Interlibrary Loan Service. 
World lntellectural Property Organization. 
国連の専門機関。著作権，発明，商号商標など知的財産に
関する規格を担当。
Washington Library Network. 
最大規模のひとつに挙げられるネットワーク。技術はボ ー
イング・コンピューク ・サービス社。全州規模での計画を
進めている。参加館約120。
World Meteorological Organization. 
Western Ohio Regional Library Development System. 
Washington State Librbry. 
WLNの主要館。 BALLOTSゃWICHEと協力活動を推進。
Washington University School of Medicine Library. 
Xerox Data Systems. 
Baltimose's Youth Services System. 
ANSIの専門委員会。図書館およびドキュメソティショソ関
連の規格を担当ノースカロライナ大学から "Newsabout 
Z39"が刊行されている。
なお，スタソ フォード大学の ERICClearinghouse on Information Resou-
rces Stanford Center for Research and Development in Teaching School of 
Educationから，"Acronyms and Initialisms of Library Networks" が発行
されており ，その SecondVersion (Dec. 1975)には現に活動中のネットワーク
略称が約60項目収録されている。
ーベテラソ編集長茂木甕秀さんもいよいよ来年ご定年を迎えられることに
なりましたが， このレボートの編集を通じて， この 7年間，その都度ご指導
ご教示をいただきました。心からのお礼を申し添えさせていただきます。＿
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